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●TOPICS

身近な危機 ー交通事故ー

集まり、交わり、楽しむ舞台
まちづくりネットワークの拠点

ウエルネス交流プラザ

ウエルネス交流プラザ
☆イルミネーション2007
～We wish you a Merry Christmas～

●期間：12月１日（土）～12月25日（火） 
　　　　点灯時間　17：00～22：00
●問い合わせ：ウエルネス交流プラザ
　　　　　　　TEL26‐7770

イルミネーションの温かい光を通して、
今年も優しい気持ちを届けます 

至
鷹
尾

ウエルネス交流プラザでは、まちなかを
楽しんでいただくための情報も発信しています。
交流プラザやまちなかの情報を発信する
「プラタン」や「街探」などの情報紙をはじめ、
飲食店マップなどを作成しています。

まちたん
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母の日の悲しみ
『母の日には、母さんに何を贈ろうかな？』・・・
私の二人の娘も、律儀に母親への贈り物を欠かしたことは
ありませんでした。
しかし、ある年から、我が家には赤いカーネーションも
プレゼントも届かなくなりました。
そして私は、今年の母の日の朝、白いカーネーションを買って
いる少女を見かけました。
「母の日なんかなければいいのに」そう思っている子どもたちが
いることを、あなた方は知っていますか？

「お母さん、今年はどんなバラか楽しみにしていてね」
食器戸棚には、毎年娘たちが選んでくれた「バラシリーズ」の
カップやソーサーが並んでいます。
バラの好きな私への、それはうれしい贈り物でした。
けれど、飲酒運転の暴走車が【みづほ】の命を奪ったその年から、
バラの贈り物は届かなくなりました。
『あの幸せな時間は、どこにいってしまったんだろう』
『あのかわいいみづほはどこにかくれているのだろう』
こんなにたくさんのバラの贈り物を私の手元に残したままで・・・

そして私は花のない９回目の母の日に、白いカーネーションを買う少女の悲しみを思いました。
どうか皆さん、母の日に白い花を贈る少女がいることを。
そして突然、赤い花が届かなくなった母親の痛みを、あなたの心に留めてください。
飯田　和代

※この手記を書いた飯田和代さんは平成９年１月に飲酒運転事故で二女を亡くし、現在、ＮＰＯ法人ＭＡＤＤ Japan（飲
　酒運転に反対する母親の会）の代表として、飲酒運転の撲滅に向けた活動を行っています

運転は
車を使った殺人行為殺人行為です

2007.12　2
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恐
ろ
し
い
飲
酒
運
転

　

平
成
18
年
8
月
に
福
岡
で
起
こ
っ
た
飲

酒
運
転
に
よ
る
痛
ま
し
い
事
故
は
、
幼
い

子
ど
も
3
人
の
命
を
奪
い
ま
し
た
。

　

警
察
庁
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
飲
酒
運
転

に
よ
る
交
通
事
故
は
、
死
亡
事
故
に
つ
な

が
る
確
率
が
、
通
常
の
運
転
に
比
べ
非
常

に
高
く
、
飲
酒
運
転
の
場
合
で
８
・
4
倍
、

酒
酔
い
運
転
の
場
合
で
は
36
・
5
倍
と
、

そ
の
危
険
性
の
高
さ
を
示
し
て
い
ま
す
。

飲
酒
が
及
ぼ
す
影
響

判
断
力
・
注
意
力
の
低
下

　

飲
酒
に
よ
り
自
己
の
行
動
を
制
御
す
る

機
能
が
低
下
し
、
普
段
よ
り
ス
ピ
ー
ド
を

出
し
た
り
、
運
転
が
う
ま
く
な
っ
た
と
錯

覚
を
お
こ
し
た
り
、
標
識
を
見
落
と
し
た

り
し
ま
す
。

運
動
能
力
の
低
下

　

普
段
よ
り
動
き
が
鈍
く
な
っ
た
り
、
反

射
運
動
能
力
が
低
下
し
、
ブ
レ
ー
キ
を
踏

み
遅
れ
た
り
、
ハ
ン
ド
ル
操
作
が
乱
暴
に

な
っ
た
り
し
ま
す
。

二
日
酔
い
で
も
飲
酒
運
転
に
な
る
？

　

飲
酒
し
た
の
が
前
日
で
も
、
呼
気
１
㍑

中
の
ア
ル
コ
ー
ル
濃
度
が
0
・
15
㍉
㌘
以

上
で
あ
れ
ば
飲
酒
運
転
に
な
り
ま
す
。
体

内
の
ア
ル
コ
ー
ル
が
分
解
・
処
理
さ
れ
る

時
間
は
、
体
質
や
摂
取
し
た
酒
の
量
に

よ
っ
て
差
が
あ
り
ま
す
が
、
朝
起
き
て
自

覚
症
状
が
な
く
て
も
、
深
酒
を
し
た
翌
日

の
運
転
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

周
囲
に
与
え
る
影
響

　

飲
酒
運
転
の
代
償
を
払
う
の
は
本
人
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
飲
酒
運
転
を
行
っ

た
者
は
、
道
路
交
通
法
の
罰
則
だ
け
で
な

く
、
仕
事
を
解
雇
さ
れ
る
な
ど
社
会
的
な

制
裁
も
受
け
る
こ
と
に
な
り
、周
り
の
人
、

家
族
の
人
生
ま
で
も
狂
わ
せ
ま
す
。

　

ま
た
、
車
を
運
転
す
る
こ
と
を
知
り
な

が
ら
酒
類
を
提
供
す
る
、飲
酒
を
勧
め
る
、

飲
酒
を
知
り
な
が
ら
同
乗
す
る
こ
と
も
罪

に
な
り
ま
す
。
運
転
者
一
人
ひ
と
り
が
自

覚
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
周
囲
の

人
も
飲
酒
運
転
を
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
な

い
こ
と
が
大
切
で
す
。

ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
運
動
を
ご
存
知

で
す
か
？

　

ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
運
動
と
は
、
自
動

車
で
飲
食
店
に
行
っ
て
飲
食
す
る
場
合
、

仲
間
同
士
や
飲
食
店
の
協
力
を
得
て
飲
ま

な
い
人
（
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
）
を
決
め
、

そ
の
人
は
酒
を
飲
ま
ず
、
仲
間
を
自
宅
ま

で
送
り
、飲
酒
運
転
を
防
止
す
る
運
動
で
す
。

飲酒 
酒と 殺人行為

飲酒運転に対する罰則規定（平成19年9月改正）
酒酔い 5年以下の懲役又は100万円以下の罰金
酒気帯び 3年以下の懲役又は50万円以下の罰金
飲酒検査拒否 3月以下の懲役又は50万円以下の罰金
救護義務違反（ひき逃げ） 10年以下の懲役又は100万円以下の罰金
免許欠格期間（※未施行 2年以内に施行予定） 最長10年
飲酒運転をするおそれのある者に
対する「車両の提供」

運転者が酒酔い 5年以下の懲役又は100万円以下の罰金
運転者が酒気帯び 3年以下の懲役又は50万円以下の罰金

飲酒運転をするおそれのある者に
対する「酒類の提供」

運転者が酒酔い 3年以下の懲役又は50万円以下の罰金
運転者が酒気帯び 2年以下の懲役又は30万円以下の罰金

酒気を帯びた者が運転する車両への
「同乗」（自己の運送を要求）

運転者が酒酔い 3年以下の懲役又は50万円以下の罰金
運転者が酒気帯び 2年以下の懲役又は30万円以下の罰金
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飲
酒
運
転
撲
滅
の
誓
い
を
新
た
に

　

11
月
１
日
、
市
役
所
で｢

市
職
員
交
通
安

全
会｣

が
発
足
し
ま
し
た
。
昨
年
８
月
か
ら
の

１
年
余
り
の
間
に
職
員
３
人
が
飲
酒
運
転
で

検
挙
さ
れ
、
市
民
の
信
頼
を
裏
切
っ
て
し
ま
っ

た
こ
と
に
対
し
、
深
く
反
省
す
る
と
と
も
に
飲

酒
運
転
の
撲
滅
、
交
通
安
全
の
実
践
と
啓
発

を
率
先
し
て
推
進
す
る
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

市職員交通安全会発足式

身近な危機 ―交通事故―
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年
末
年
始
の
繁
忙
期
は
、
交
通
量
の
増

加
や
、
帰
省
や
旅
行
な
ど
で
行
動
範
囲
が

広
範
囲
に
及
ぶ
こ
と
か
ら
、
事
故
が
多
発

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
中
で
も
、

こ
の
時
期
は
日
が
沈
む
の
が
早
い
た
め
、
夕

暮
れ
時
か
ら
夜
間
に
か
け
て
特
に
注
意
が

必
要
で
す
。

　

飲
酒
運
転
だ
け
で
な
く
人
生
を
狂
わ
せ

か
ね
な
い
交
通
事
故
。
都
城
市
内
の
現
状

を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
あ
な
た
や
あ
な

た
の
家
族
が
事
故
の
当
事
者
と
な
ら
な
い

た
め
、
そ
の
原
因
や
対
策
を
確
認
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

身
近
な
危
機
、
交
通
事
故

　

10
月
末
現
在
、
都
城
警
察
署
管
内
で
発

生
し
た
交
通
事
故
は
1
、4
0
0
件
、
負

傷
者
数
は
1
、8
1
7
人
と
昨
年
の
同
時

期
に
比
べ
る
と
、若
干
減
少
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
都
城
市
の
人
口
が
17
万

人
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
わ
ず
か
10

カ
月
間
で
お
よ
そ
1
0
0
人
に
1
人
の
人

が
、
交
通
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
都
城
警
察
署
管
内
で
発
生

し
た
17
件
の
死
亡
事
故
で
は
65
歳
以
上
の

高
齢
者
8
人
が
犠
牲
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
死
亡
事
故
に
高
齢
者
が
占
め
る
割

合
は
12
人
中
7
人
と
非
常
に
高
く
、
事
故

が
多
発
す
る
年
末
年
始
は
特
に
注
意
が
必

要
で
す
。

注
意
一
秒
、
後
悔
一
生

　

都
城
市
の
事
故
原
因
の
上
位
は
、
脇
見

運
転
、
安
全
不
確
認
、
一
時
不
停
止
な
ど
、

ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
が
招
く
も
の
が
多

く
、
事
故
の
発
生
す
る
時
間
帯
も
朝
夕
の

ラ
ッ
シ
ュ
時
に
多
い
こ
と
か
ら
、
出
勤
、

通
学
、
帰
宅
時
の
時
間
的
、
精
神
的
余
裕

の
な
さ
が
事
故
の
一
因
と
な
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。

　

交
通
事
故
ゼ
ロ
を
め
ざ
し
て

　
平成19年10月31日現在　

現在数 前年数 増減数 増減率
都
城
市
・
三
股
町

発生件数 1,400件 1,492件 －92件 －6.2％

死者数 12人 14人 －2人 －14.3％

負傷者数 1,817人 1,907人 －90人 －4.7％

宮 

崎 

県

発生件数 7,946件 8,179件 －233件 －2.8％

死者数 71人 75人 －4人 －5.3％

負傷者数 9,871人 10,192人 －321人 －3.1％

平成18年度時間別発生状況（都城警察署管内）

死者の年代別構成率
（都城警察署管内・平成18年度）

交通事故発生件数
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あ
な
た
の
姿
は
見
え
て
い
な
い
?!

　

車
を
運
転
し
て
い
て
、
道
路
を
横
断
す

る
お
年
寄
り
や
子
ど
も
に
直
前
で
気
付

き
、
ド
キ
ッ
と
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？

　

実
は
、
お
年
寄
り
や
子
ど
も
の
視
野
は

成
人
に
比
べ
る
と
上
下
、
左
右
と
も
に
か

な
り
狭
く
な
っ
て
お
り
、
あ
な
た
の
運
転

す
る
車
が
見
え
て
い
な
い
こ
と
が
あ
る
の

で
す
。

闇
に
潜
む
危
険

―

夜
間
は
死
亡
事
故
の
確
率
が
４
倍
に―

　

夜
間
の
事
故
の
原
因
の
1
つ
と
し
て

ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
の
限
界
が
あ
り
ま
す
。
歩

行
者
か
ら
見
れ
ば
ま
ぶ
し
い
く
ら
い
明
る

く
見
え
る
車
の
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
で
す
が
、

ロ
ー
ビ
ー
ム（
下
向
き
）
で
は
前
方
40
㍍

程
度
ま
で
が
限
界
。
左
右
の
照
射
範
囲
も

意
外
と
狭
い
の
で
、
暗
が
り
か
ら
出
て
く

る
歩
行
者
、
自
転
車
は
ド
ラ
イ
バ
ー
に
見

落
と
さ
れ
る
危
険
性
が
高
く

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
夜
は
交
通
量
が
減

る
と
と
も
に
、
帰
宅
を
急
ぐ

心
理
も
働
き
、
昼
間
以
上
に

ス
ピ
ー
ド
を
出
す
車
が
多
く

な
っ
た
り
、
昼
間
の
疲
れ
な

ど
で
ド
ラ
イ
バ
ー
の
注
意
力

も
低
下
し
た
り
す
る
た
め
、

重
大
事
故
に
つ
な
が
る
ケ
ー

ス
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

速
度
は
ロ
ー
、
ラ
イ
ト
は
ハ
イ

　

時
速
60
㌔
で
走
る
車
が
停
止
す
る
ま
で

に
か
か
る
距
離
は
、
車
の
性
能
や
タ
イ
ヤ

の
磨
耗
度
、
路
面
の
状
況
な
ど
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
が
、
30
㍍
と
も
45
㍍
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
1
0
0
㍍
先

ま
で
照
射
で
き
る
ハ
イ
ビ
ー
ム（
上
向
き
）

と
ロ
ー
ビ
ー
ム
を
上
手
に
使
い
分
け
て
安

全
な
速
度
で
走
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
歩
行
者
や
自
転
車
は
夜
光
反
射

器
材
な
ど
活
用
し
て
、
自
分
の
存
在
を
ド

ラ
イ
バ
ー
に
対
し
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
し

ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ

　

生
活
文
化
課　

☎
23-

7
1
8
3

ロービーム（下向き）

ハイビーム（上向き）

夜
間
の
事
故
を
防
止
す
る
た
め
に
、
外

出
す
る
際
は
夜
光
反
射
材
な
ど
を
活
用

し
ま
し
ょ
う
。

都
城
の
現
状
を
聞
く

　

都
城
警
察
署
の
交
通
官
・
白
田
欣
弥

さ
ん
に
都
城
市
の
交
通
事
故
の
現
状
を

聞
き
ま
し
た
。

　

飲
酒
運
転
に
対
す
る
世
間
の
目
は
大

変
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
都
城
警

察
署
管
内
の
飲
酒
運
転
に
よ
る
検
挙
者

数
は
10
月
末
現
在
、
県
内
で
最
も
多
い

１
０
０
件
あ
ま
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
１
杯
が
取
り
返
し
の
つ
か
な

い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
お
酒
を
飲
ん
だ

ら
絶
対
に
ハ
ン
ド
ル
を
握
ら
な
い
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
道
路
横
断
中
の
高
齢
者
が
死

亡
事
故
に
遭
う
ケ
ー
ス
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
運
転
者
は
高
齢
者
を
見
か
け

た
ら
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
す
な
ど
高
齢
者

に
優
し
い
運
転
を
、
高
齢
者
は
で
き
る

だ
け
明
る
い
服
や
反
射
材
を
身
に
着
け

て
、
必
ず
横
断
歩
道
を
渡
り
ま
し
ょ
う
。

　

交
通
事
故
は
決
し
て
ひ
と
ご
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
、
被
害
者
も
加
害
者
も
苦

し
い
思
い
を
し
ま
す
。
明
日
は
わ
が
身

だ
と
思
っ
て
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

都城警察署 交通官　白田欣弥さん

高
齢
者
の
視
野

子
ど
も
の
視
野

身近な危機 ―交通事故―
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一
般  

質
問

　

9
月
議
会
で
は
、
9
月
12
日
か

ら
20
日
ま
で
の
6
日
間
に
わ
た
り

一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
33
人
の
議

員
が
市
政
の
懸
案
事
項
に
つ
い
て

質
問
に
立
ち
、
活
発
な
議
論
が
交

わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
。

■
新
し
い
市
旗

今
後
の
活
用
方
法
と
活
用
に
係
る

費
用
は

　

大
小
そ
れ
ぞ
れ
4
0
0
枚
作
成

予
定
で
、
1
8
0
万
円
ほ
ど
か
か

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
作
成
し
た

市
旗
は
、
小
学
校
、
中
学
校
、
自

治
公
民
館
、
地
区
公
民
館
、
そ
の

他
の
公
共
施
設
で
使
用
す
る
こ
と

を
前
提
と
し
て
い
ま
す
。

　

市
旗
の
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て

は
、
封
筒
な
ど
に
印
刷
し
て
使
用

す
る
活
用
方
法
も
考
え
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
合
併
前
に
使
用
し

て
い
た
封
筒
な
ど
が
ま
だ
あ
り
ま

す
の
で
、
経
費
節
約
の
た
め
に
こ

れ
ら
を
す
べ
て
使
い
切
っ
て
か
ら

新
し
い
市
旗
を
印
刷
し
た
も
の
を

使
用
す
る
予
定
で
す
。

　
市
旗
と
市
章
の
関
係
に
つ
い
て
聞

き
た
い
。
市
旗
と
市
章
が
別
々
に

あ
る
こ
と
に
関
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
役
目
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

け
ば
い
い
の
か

　

市
旗
と
市
章
が
違
う
自
治
体
と

同
じ
自
治
体
と
あ
る
よ
う
で
す

が
、
同
じ
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
よ
う
な
規
定
な
ど
は

あ
り
ま
せ
ん
。
新
し
い
都
城
市
の

一
体
感
が
醸
成
さ
れ
る
と
い
う
意

味
を
込
め
、
皆
が
集
い
、
行
動
し
、

融
和
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

な
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
い
う
位
置
付

け
で
、
今
回
市
旗
を
作
成
し
ま
し

た
。
市
章
に
つ
い
て
は
、
都
城
と

い
う
名
前
の
由
来
に
基
づ
い
て
、

旧
都
城
市
で
使
用
し
て
い
た
も
の

を
合
併
後
も
使
用
す
る
と
い
う
こ

と
が
、
合
併
協
議
会
の
協
定
事
項

と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
小
・
中
一
貫
教
育
校

全
国
的
に
教
育
制
度
の
改
革
と
し

て
、
小
・
中
一
貫
教
育
校
を
設
け

る
動
き
が
起
こ
っ
て
い
る
。
本
市

に
も
へ
き
地
校
が
あ
り
、
小
規
模

校
の
今
後
の
問
題
と
し
て
、
こ
の

よ
う
な
研
究
が
必
要
で
は
な
い
か

　

諮
問
機
関
と
し
て
「
都
城
市
学

校
規
模
等
適
正
審
議
委
員
会
」
を

3
月
に
立
ち
上
げ
、
今
後
の
へ
き

地
校
の
学
校
規
模
に
つ
い
て
、
こ

れ
ま
で
に
2
回
、
審
議
委
員
会
を

開
く
と
と
も
に
、
対
象
学
校
の
視

察
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
審
議
委
員
会
の
意
向
を

受
け
、
学
校
教
育
課
が
極
小
規
模

校
の
地
域
関
係
者
と
の
懇
談
会
を

実
施
し
ま
し
た
。
審
議
委
員
会
で

は
、
対
象
学
校
の
現
状
、
児
童
・

生
徒
数
の
推
移
、
教
職
員
配
置
、

教
育
活
動
状
況
な
ど
、
ま
た
小
規

模
校
化
が
児
童
・
生
徒
の
教
育
活

動
な
ど
に
及
ぼ
す
メ
リ
ッ
ト
・
デ

メ
リ
ッ
ト
な
ど
に
つ
い
て
、
審
議

を
継
続
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
地
域
関
係
者
と
の
懇

談
会
な
ど
を
重
ね
、
審
議
委
員
会

に
お
い
て
は
、
学
校
規
模
の
適
正

化
な
ど
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
学

校
の
存
続
・
統
廃
合
に
関
す
る
こ

と
や
、
小
・
中
一
貫
校
に
関
す
る

こ
と
に
つ
い
て
審
議
を
重
ね
て
い

た
だ
き
ま
す
。

議
会
だ
よ
り

9
月
議
会

19
年
度
補
正
予
算　

 　

9
件

【
一
般
会
計
】

19
億
6
、
3
6
4
万
6
千
円

高
城
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
建
設

事
業
費
、
市
民
会
館
運
営
管
理

費
な
ど

【
特
別
会
計
】

１
億
8
、
8
8
0
万
9
千
円

条
例
の一
部
改
正　
　
　

３
件

□
都
城
市
地
区
体
育
館
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
ほ
か
２
件

そ
の
他 

24
件

□
平
成
18
年
度
都
城
市
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い

て
□
基
本
構
想
の
策
定
に
つ
い
て

□
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
ほ
か

21
件

諮
問 

1
件

□
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

に
つ
き
議
会
の
意
見
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

議
員
提
出
議
案 
5
件

□
い
じ
め･

不
登
校
対
策
の
た
め

の
施
策
を
求
め
る
意
見
書

□
高
規
格
幹
線
道
路
網
の
早
期
整

備
及
び
道
路
特
定
財
源
の
堅
持

を
求
め
る
意
見
書
ほ
か
3
件

請
願 

7
件

□
島
津
邸
購
入
に
関
す
る
請
願
書

□
市
道
鷹
尾
都
原
通
線
の
整
備
の

促
進
に
関
す
る
請
願
書
ほ
か

5
件

報
告 

5
件

□
専
決
処
分
し
た
事
件
の
報
告
に

つ
い
て
ほ
か
4
件

平
成
19
年
第
4
回
市
議
会
が
、
9
月
５
日
か
ら
9
月
27
日
ま
で
の
23
日

間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
平
成
19
年
度
都
城
市
一
般

会
計
補
正
予
算
な
ど
市
長
提
出
議
案
36
件
、
諮
問
１
件
、
議
員
提
出
議

案
5
件
、
請
願
７
件
、
報
告
５
件
の
合
計
54
件
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
た

結
果
、
平
成
18
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
な
ど
議
案
17
件

と
請
願
2
件
を
継
続
審
査
、
請
願
１
件
を
不
採
択
と
し
た
ほ
か
は
、
す

べ
て
議
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
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■
島
津
邸
に
関
す
る　

今
後
の
活
用
方
針
と

方
向
性

島
津
邸
に
関
す
る
今
後
の
活
用
方

針
と
方
向
性
は

　

島
津
邸
に
関
す
る
基
本
計
画

は
、
歴
史
、
建
築
、
造
園
な
ど
の

専
門
家
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
策

定
し
て
い
き
ま
す
。
そ
こ
で
は
、

こ
れ
ま
で
関
係
課
で
検
討
し
て
き

た
一
定
の
方
向
性
に
つ
い
て
の
検

証
も
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
回
の
基
本
計
画
の
中
で
、
検

討
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
も
の

は
、
ま
ず
、
都
城
島
津
家
の
歴
史

的
な
資
源
の
活
用
と
い
う
総
論
的

な
テ
ー
マ
と
用
地
購
入
の
是
非
に

つ
い
て
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
個
別
の
事
業
に
つ
い
て
は
、

既
存
建
築
物
の
活
用
と
改
修
方

法
、
庭
園
の
活
用
と
改
修
方
法
、

島
津
家
か
ら
い
た
だ
い
た
１
万
点

に
及
ぶ
資
料
の
保
存
と
展
示
公
開

の
あ
り
方
、
ま
た
、
各
地
域
に
残

る
都
城
島
津
家
関
連
の
歴
史
的
な

資
源
、
あ
る
い
は
島
津
家
の
発
祥

の
地
と
い
う
点
で
の
薩
摩
藩
に
関

す
る
歴
史
的
資
源
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
を
図
る
こ
と
を
考
え
て

い
ま
す
。

■
自
治
公
民
館
の

未
加
入
者
対
策

現
在
、
3
0
0
あ
る
自
治
公
民
館

を
核
と
し
て
、
地
域
の
活
動
が
展

開
さ
れ
て
お
り
、
自
治
公
民
館
な

く
し
て
は
、
行
政
の
事
業
も
成
り

立
た
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。
今
後
、
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
上

で
、
行
政
と
自
治
公
民
館
と
の
か

か
わ
り
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け

て
い
る
か

　

地
域
の
活
性
化
と
い
う
点
で

は
、
自
治
公
民
館
の
活
動
が
そ
の

核
に
あ
る
と
い
う
こ
と
は
間
違
い

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
一
方
、

少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化
の
進
展

に
伴
い
、
独
居
世
帯
が
増
え
、
防

犯
、
防
災
、
環
境
美
化
に
つ
い
て
、

地
域
住
民
の
不
安
が
生
じ
て
い
る

こ
と
も
事
実
で
す
。
近
年
で
は
、

各
自
治
公
民
館
に
こ
の
よ
う
な
課

題
に
も
取
り
組
ん
で
も
ら
っ
て
い

ま
す
が
、
ど
れ
だ
け
き
め
細
か
い

対
応
が
で
き
る
か
が
、
そ
の
地
域

の
活
性
化
の
鍵
に
な
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
市
と
し
て
も
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
体
系
の
一
翼
を
担
っ

て
い
る
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
支

援
体
制
を
強
化
し
て
い
く
つ
も
り

で
す
。

自
治
公
民
館
の
運
営
で
、
未
加
入

者
対
策
が
重
要
な
課
題
に
な
っ
て

い
る
。
加
入
者
の
減
少
に
よ
り
、

放
置
さ
れ
る
ご
み
の
問
題
や
自
主

防
災
の
取
り
組
み
や
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
な
ど
に
弊
害
が
生
じ
て
い

る
が
、
ど
う
思
う
か

　

未
加
入
理
由
で
最
も
多
い
の

は
、
館
費
と
役
員
と
し
て
の
負
担

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
未
加

入
者
の
多
く
は
自
治
公
民
館
の
必

要
性
を
認
識
で
き
て
い
な
い
こ
と

も
問
題
で
す
。
対
策
と
し
て
次
の

こ
と
を
実
施
、
ま
た
は
検
討
し
て

い
ま
す
。

①
各
自
治
公
民
館
の
実
態
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
未
加
入

者
が
多
い
地
域
の
未
加
入
原
因

を
類
推
し
、
解
決
策
を
役
員
へ

提
案
す
る

②
10
月
を
未
加
入
者
対
策
強
化
月

間
と
し
、
市
の
広
報
誌
、
ラ
ジ

オ
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
Ｐ
Ｒ
す
る

③
各
課
に
協
働
推
進
担
当
を
配
置

し
、
自
治
公
民
館
へ
の
依
頼
業

務
に
つ
い
て
横
の
連
携
を
図
る

④
転
入
者
に
、
市
民
課
の
窓
口
で

自
治
公
民
館
へ
の
加
入
案
内
チ

ラ
シ
を
配
布
す
る

■
後
期
高
齢
者

医
療
制
度

来
年
４
月
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
が
実
施
さ
れ
る
。
こ
の
制
度

の
創
設
に
つ
い
て
、
市
の
見
解
は

　

現
行
の
老
人
医
療
制
度
で
は
被

保
険
者
負
担
分
以
外
の
部
分
を

国
、
県
、
市
の
公
費
と
国
民
健
康

保
険
や
社
会
保
険
な
ど
の
保
険
金

か
ら
の
支
援
金
で
あ
る
拠
出
金
で

賄
っ
て
い
ま
す
が
、
高
齢
者
と
高

齢
者
以
外
の
被
保
険
者
の
費
用
負

担
の
内
訳
が
不
明
確
で
あ
る
こ
と

と
、
市
町
村
で
行
っ
て
い
る
老
人

医
療
の
給
付
の
財
源
が
公
費
と
拠

出
金
で
あ
る
た
め
、
財
政
運
営
の

責
任
が
不
明
確
で
あ
る
こ
と
が
問

題
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
点
を
改
善
す
る

た
め
、
独
立
し
た
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
を
創
設
し
、
被
保
険
者
負

担
分
以
外
の
部
分
に
つ
い
て
、
高

齢
者
の
負
担
を
１
割
、
拠
出
金
を

４
割
、
公
費
を
５
割
と
し
て
、
各

費
用
の
負
担
分
を
明
確
化
し
ま

す
。
ま
た
、
同
時
に
運
営
主
体
を

全
市
町
村
が
加
入
す
る
広
域
連
合

と
す
る
こ
と
で
、
財
政
の
安
定
化

を
図
る
と
と
も
に
、
財
政
運
営
の

責
任
を
明
確
化
し
ま
す
。

こ
の
制
度
に
は
、
収
入
に
関
係
な

く
か
か
る
保
険
料
の
定
額
部
分
が

あ
り
、
所
得
が
な
く
て
も
賦
課
さ

れ
る
な
ど
の
問
題
点
が
あ
る
と
思

う
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
市
は
、

国
や
県
に
対
し
て
改
善
す
る
よ
う

働
き
か
け
る
考
え
は
あ
る
か

　

市
と
し
て
は
広
域
連
合
と
連
携

を
密
に
し
な
が
ら
、
業
務
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
、
問
題
点
が
生
じ
た
場
合
は

関
係
機
関
と
協
議
を
し
て
い
き
ま

す
。
こ
の
制
度
創
設
に
よ
っ
て
、

医
療
費
の
縮
減
が
図
ら
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
保

険
料
の
定
額
制
な
ど
に
つ
い
て
の

検
討
は
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ

具
体
的
に
報
告
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

の
で
、
今
後
、
動
向
を
見
守
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

傍
聴
に

　
　

お
い
で
く
だ
さ
い

　

市
議
会
は
、
3
月
、
6
月
、
9
月
、

12
月
の
定
例
会
や
臨
時
会
で
、
市

民
に
関
係
の
深
い
議
案
や
請
願
な

ど
を
審
議
し
ま
す
。

　

傍
聴
席
は
、
市
役
所
西
館
6
階

に
あ
り
ま
す
。
傍
聴
席
は
皆
さ
ん

の
座
席
で
す
。

　

ま
た
、
Ｂ
Ｔ
Ｖ
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
で
も
、
市
議
会
の
中
継
放
送
や

録
画
放
送
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

議
会
事
務
局

　

☎
23-

7
8
6
9
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住
宅
火
災
で
は
「
逃
げ
遅
れ
」
に
よ
る

死
者
が
全
体
の
6
割
以
上
を
占
め
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
消
防
法
が
改
正
に
な
り
、

平
成
18
年
6
月
１
日
か
ら
新
築
住
宅
へ
の

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
既
存
の
住
宅
に
つ

い
て
も
、
都
城
市
火
災
予
防
条
例
で
、
平

成
23
年
5
月
31
日
ま
で
に
設
置
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

住
宅
火
災
の
発
生
を
い
ち
早
く
知
り
、

逃
げ
遅
れ
に
よ
る
犠
牲
者
と
な
ら
な
い
た

め
に
も
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま

し
ょ
う
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
と
は
ど
ん
な
も
の
？

　

火
災
の
煙
や
熱
を
い
ち
早
く
感
知
し

て
、
大
き
な
警
報
音
や
音
声
で
火
災
発
生

を
知
ら
せ
ま
す
。

　

10
年
間
交
換
不
要
で
停
電
時
で
も
作
動

す
る
電
池
式
の
も
の
が
主
流
で
、
天
井
や

壁
に
ド
ラ
イ
バ
ー
一
本
で
取
り
付
け
ら
れ

ま
す
。

　

製
品
を
選
ぶ
際
は
、
日
本
消
防
検
定
協

会
の
検
査
に
合
格
し
た
Ｎ
Ｓ
マ
ー
ク
付
き

の
も
の
に
し
ま
し
ょ
う
。

家
の
ど
こ
に
取
り
付
け
る
の
？

　

基
本
的
な
取
り
付
け
場
所
は
、
す
べ
て

の
寝
室
で
、
寝
室
が
２
階
な
ど
の
場
合
は

階
段
に
も
設
置
が
必
要
で
す
。

　

取
り
付
け
位
置
は
原
則
と
し
て
天
井
ま

た
は
壁
面
で
、
階
段
も
同
様
に
取
り
付
け

ま
す
。
ま
ず
寝
室
と
し
て
使
用
す
る
部

屋
、
避
難
経
路
と
な
る
廊
下
や
階
段
に
設

置
し
、
必
要
に
応
じ
て
台
所
な
ど
、
ほ
か

の
部
屋
に
も
設
置
す
る
と
さ
ら
に
安
心
で

す
。

ア
パ
ー
ト
や
賃
貸
住
宅
な
ど
は
誰
が
取
り

付
け
る
の
？

　

所
有
者
、
管
理
者
ま
た
は
占
有
者
（
入

居
者
）
の
い
ず
れ
か
が
取
り
付
け
、
維
持

管
理
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
借
家
は
家

主
が
所
有
権
、
借
家
人
が
管
理
権
と
占
有

権
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
双
方
に
義
務

が
あ
り
ま
す
。
賃
貸
契
約
な
ど
の
内
容
に

よ
り
異
な
り
ま
す
の
で
、
家
主
と
相
談
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

共
同
購
入
が
お
薦
め
！

　

地
域
や
職
場
な
ど
で
あ
る
程
度
ま
と

ま
っ
た
個
数
を
一
括
購
入
す
る
「
共
同
購

入
」
は
割
安
感
が
あ
り
、
安
全
・
安
心
な

製
品
を
安
価
で
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。　

　

ま
た
、
悪
質
な
訪
問
販
売
の
防
止
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。
共
同
購
入
に
つ
い
て
、

詳
し
く
は
消
防
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

ど
こ
に
行
け
ば
買
え
る
の
？

　

消
防
設
備
工
事
店
や
電
気
店
、
ホ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
な
ど
で
購
入
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

消
防
局
予
防
課　

☎
22-

8
8
8
4

 
あ
な
た
の
家
族
の
命
を
守
る
た
め
に

「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」を

設
置
し
ま
し
ょ
う
！

新
築
住
宅
は
平
成
18
年
6
月
か
ら
義
務
化

既
存
住
宅
は
平
成
23
年
5
月
ま
で
に
設
置

NSマーク
（日本消防検定協会）

悪質訪問販売に注意
！

　
　「火災警報器の設置が法律で義務付けられまし
た。今すぐ設置しないと罰せられます」などと、
消防局員などを装って火災警報器や消火器の設置
を迫り、不当に高額な商品や粗悪な商品を売りつ
ける悪質な訪問販売にご注意ください。
★消防局員のような服装・言動？
　消防局員や消防団員が訪問販売をすることはあ
りません。また、特定の業者に消防局が販売を委
託することもありません。業者の服装や話にごま
かされないように注意してください。

★既存住宅に無理やり設置を急がせるような業者
　は危険です。
★「今だけです」「あなただけです」などには注意
　してください。
　ほかの業者と比較するなど、検討してください。

　住宅用火災報知器や消火器の訪問販売は、クー
リングオフ制度の対象です。悪質な訪問販売と思
われたときは、消費生活センターなどの窓口に相
談してください。
●問い合わせ　都城消費生活センター ☎24-0999
　　　　　　　都城市生活文化課　　 ☎23-7183



9　Miyakonojo City Public Relations 2007.12

平成20年度 保育所（園）の入所申し込み
●受付期間　12 月6日㈭ ～ 21 日㈮　
　　　　　　※この期間以降も、随時受け付けます

●申込書交付 ･ 受付場所　入所を希望する保育所（園）、こども課、各総合支
所健康福祉課　※各地区市民センターでは受け付けません

●入所の決定　保育所への入所は、保育に欠ける要件の内容およびその緊急
性、通園手段、申し込みの順番などを総合的に判断して、決定します。

平成20年度 保育所（園）の入所申し込み

【本庁管内の保育所など】
保育所名 定員 所在地 電話番号 保育所名 定員 所在地 電話番号

公
立
保
育
所　

保
育
・
児
童
館

姫城保育所 45 姫城町 22-2295

法

人

立

保

育

園

たんぽぽ保育園 90 一万城町 23-3313
大王保育所 45 平江町 22-2167 いなり保育園 90 郡元四丁目 22-5974
あやめ原保育所 45 菖蒲原町 22-2372 早水保育園 90 早水町 24-1826
郡元保育所 40 郡元町 22-1578 並木保育園 60 上川東四丁目 24-1580
川東保育所 60 下川東二丁目 22-2210 今町保育園 45 今町 39-2102
たかお保育所 60 南鷹尾町 22-0394 五十市保育園 90 久保原町 22-2110
金田保育所 40 金田町 38-1325 都島保育園 120 鷹尾一丁目 23-5622
志和池保育・児童館 30 上水流町 36-0516 すずらん保育園 60 南鷹尾町 24-3596
雄児石保育・児童館 30 梅北町 39-4063 さつき保育園 60 都島町 23-5250
中郷保育所 40 安久町 39-0529 もちお保育園 90 南横市町 22-5421

法

人

立

保

育

園

天竜保育園 130 早鈴町 23-1301 都原保育園 120 都原町 22-4323
下長飯保育園 120 下長飯町 39-1040 高木保育園 60 高木町 38-1310
あゆみベビーホーム 60 甲斐元町 23-5246 都北保育園 200 都北町 38-1877
相愛保育園 90 早鈴町 25-1879 吉尾保育園 90 吉尾町 38-3027
早鈴保育園 60 早鈴町 24-3699 山野原保育園 90 太郎坊町 38-3700
チャイルドセンターポピー園 130 早鈴町 26-4488 まるの保育園 45 野々美谷町 36-0891
アソカ保育園 120 小松原町 24-0450 下水流保育園 45 下水流町 36-0535
志比田保育園 120 志比田町 23-2803 こばと保育園 30 丸谷町 36-1091
ひばり保育園 90 大王町 23-0038 ルンビニ保育園 60 庄内町 37-0569
宮丸保育園 60 宮丸町 27-1541 乙房保育園 60 乙房町 37-1212
ぽっぽ保育所 60 前田町 24-7887 菓子野保育園 60 菓子野町 37-1766
かたひら保育園 60 志比田町 24-7745 わかば保育園 30 高野町 33-1810
上長飯保育園 90 上長飯町 22-4843 梅北保育園 60 梅北町 39-2869
一万城保育園 150 一万城町 23-2802 安久保育園 45 安久町 39-0218

※公立川東保育所は、現在民営化（法人立保育園化）の方向で、検討・協議中です

【総合支所管内の保育所】
保育所名 定員 所在地 電話番号 保育所名 定員 所在地 電話番号

山
之
口
町

山之口中央保育所（公立） 60 花木 57-2068
山
田
町

山田中央保育所（公立） 90 山田 64-3021
山之口ふもと保育所（公立） 45 山之口 57-2023 谷頭保育所（公立） 90 中霧島 64-1051
山之口乳児保育所（公立） 30 花木 57-2243 木之川内保育所（公立） 30 山田 64-1012
安楽地保育園（法人立） 90 富吉 57-2123 万ヶ塚保育園（法人立） 45 山田 64-1123

高
崎
町

縄瀬保育所（公設民営） 45 縄瀬 62-3772

高
城
町

高城保育所（公立） 60 穂満坊 58-2314
前田保育所（公設民営） 45 前田 62-1996 有水保育所（公立） 60 有水 59-9324
大牟田保育所（公設民営） 60 大牟田 62-1989 石山保育所（公設民営） 60 石山 58-5931
笛水保育所（公設民営） 20 笛水 62-4500 つみき保育園（法人立） 30 穂満坊 58-4585
善長寺保育園（法人立） 45 江平 62-2125 さかえ保育園（法人立） 90 穂満坊 58-2600
鳴峰保育園（法人立） 60 大牟田 62-2127 四家へき地保育所（公立） 30 四家 55-1233
旭保育園（法人立） 30 大牟田 62-4106

※山田町の公立谷頭保育所は、現在民営化（法人立保育園化）の方向で、検討・協議中です。
また、高城町の公設民営の石山保育所および高崎町の公設民営の 4 保育所も、現在完全民営化の方向で、検討・協議中です

●問い合わせ　こども課　☎ 23-2684（直通）
　　　　　　　山之口総合支所健康福祉課　☎ 57-3111（代表）
　　　　　　　高城総合支所健康福祉課　　☎ 58-2311（代表）
　　　　　　　山田総合支所健康福祉課　　☎ 64-1111（代表）
　　　　　　　高崎総合支所健康福祉課　　☎ 62-1111（代表）
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「
償
却
資
産

「
償
却
資
産
」」
と
は
？

と
は
？

　

固
定
資
産
税
で
い
う
償
却
資
産

　

固
定
資
産
税
で
い
う
償
却
資
産

と
は
、
土
地
、
家
屋
以
外
で
事
業

と
は
、
土
地
、
家
屋
以
外
で
事
業

用
に
使
わ
れ
る
資
産
の
こ
と
を
い

用
に
使
わ
れ
る
資
産
の
こ
と
を
い

い
ま
す
。
つ
ま
り
、
会
社
や
個
人

い
ま
す
。
つ
ま
り
、
会
社
や
個
人

で
工
場
、
商
店
、
理
・
美
容
店
、

で
工
場
、
商
店
、
理
・
美
容
店
、

病
院
、
建
設
業
、
ア
パ
ー
ト
経
営
、

病
院
、
建
設
業
、
ア
パ
ー
ト
経
営
、

農
業
な
ど
の
事
業
を
し
て
い
る
人

農
業
な
ど
の
事
業
を
し
て
い
る
人

が
、
そ
の
事
業
の
た
め
に
使
用
す

が
、
そ
の
事
業
の
た
め
に
使
用
す

る
構
築
物
、機
械
、機
具
（
器
具
）、

る
構
築
物
、機
械
、機
具
（
器
具
）、

備
品
な
ど
が
償
却
資
産
に
当
た
り

備
品
な
ど
が
償
却
資
産
に
当
た
り

ま
す
。

ま
す
。

　

た
だ
し
、
事
業
用
に
使
用
し
て

　

た
だ
し
、
事
業
用
に
使
用
し
て

い
て
も
、
自
動
車
の
よ
う
に
自
動

い
て
も
、
自
動
車
の
よ
う
に
自
動

車
税
（
軽
自
動
車
税
）
の
課
税
対

車
税
（
軽
自
動
車
税
）
の
課
税
対

象
と
な
っ
て
い
る
も
の
な
ど
は
、

象
と
な
っ
て
い
る
も
の
な
ど
は
、

償
却
資
産
か
ら
除
か
れ
ま
す
。

償
却
資
産
か
ら
除
か
れ
ま
す
。

　

ま
た
、償
却
資
産
の
免
税
点
は
、

　

ま
た
、償
却
資
産
の
免
税
点
は
、

1
5
0

1
5
0
万
円
で
す
。
所
有
し
て
い

万
円
で
す
。
所
有
し
て
い

る
償
却
資
産
の
評
価
額
（
課
税
標

る
償
却
資
産
の
評
価
額
（
課
税
標

準
額
）
の
合
計
が

準
額
）
の
合
計
が
1
5
0

1
5
0
万
円
を

万
円
を

超
え
な
い
場
合
、
固
定
資
産
税
は

超
え
な
い
場
合
、
固
定
資
産
税
は

課
税
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
申
告
は
必

課
税
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
申
告
は
必

要
で
す
。

要
で
す
。

具
体
的
な
対
象
物
は
？

　

1
月
1
日
現
在
で
所
有
し
て
い

る
事
業
用
の
構
築
物
、
機
械
、
機

具
（
器
具
）、
備
品
な
ど
で
す
。

　

主
な
業
種
別
具
体
例
は
次
の
通

り
で
す
。

飲
食
店

厨ち
ゅ
う
ぼ
う房
設
備
、
冷
蔵

庫
、レ
ジ
ス
タ
ー
、

応
接
備
品
な
ど

小
売
店

シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
、冷

蔵
ス
ト
ッ
カ
ー
、レ

ジ
ス
タ
ー
、食
品
ス

ラ
イ
サ
ー
な
ど

ア
パ
ー
ト
経
営

2
段
式
駐
車
装
置
、

屋
根
付
車
庫
、ご
み

集
積
ボ
ッ
ク
ス
な

ど
理
・
美
容
業

理
・
美
容
い
す
、洗

面
設
備
、
サ
イ
ン

ポ
ー
ル
、タ
オ
ル
蒸

し
器
な
ど

医
院
・
病
院

治
療
用
・
検
査
用

機
器
、調
剤
機
器
、

厨ち
ゅ
う
ぼ
う

房
設
備
な
ど

工
場製

造
設
備
、排
煙
処

理
施
設
、汚
水
処
理

施
設
、産
廃
処
理
施

設
な
ど

農
業家

畜
用
設
備
、農
耕

用
機
具
、ビ
ニ
ー
ル

ハ
ウ
ス
、サ
イ
ロ
な

ど
建
設
業

建
設
用
重
機
、発
電

機
、建
設
用
機
器
、

産
廃
処
理
施
設
な

ど
※
各
業
種
に
共
通
す
る
も
の
と
し

て
、事
務
所
や
店
舗
な
ど
の
室
内

装
飾
（
カ
ウ
ン
タ
ー
、間
仕
切
り

な
ど
）、外
部
構
築
物
（
看
板
、駐

車
場
舗
装
、門
、塀
、照
明
設
備
な

ど
）、受
変
電
設
備
、空
調
設
備
、

屋
外
給
配
水
設
備
な
ど
が
あ
り

ま
す

申
告
す
る
も
の
が
な
く
て
も
、

申
告
は
必
要
？

　

償
却
資
産
の
申
告
は
、
法
令
で

毎
年
行
な
う
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
申
告
の
対
象
と
な

る
資
産
を
所
有
し
て
い
な
い
場

合
、
ま
た
は
、
申
告
し
て
も
免
税

点
未
満
と
な
る
場
合
で
も
申
告
は

必
要
で
す
。

　

正
当
な
理
由
が
な
く
申
告
を
し

な
か
っ
た
場
合
、
ま
た
は
虚
偽
の

申
告
を
し
た
場
合
は
罰
則
規
定
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

申
告
の
方
法
は
？

　

こ
れ
ま
で
に
申
告
し
て
い
る
人

に
は
、
12
月
中
旬
に
申
告
書
を
送

付
し
ま
す
。
そ
れ
に
償
却
資
産
の

所
有
状
況
を
記
入
し
、
1
月
末
日

ま
で
に
最
寄
り
の
窓
口
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

12
月
中
旬
を
過
ぎ
て
も
申
告
書

が
送
ら
れ
て
こ
な
い
人
、
新
規
創

業
し
た
人
は
、
最
寄
り
の
窓
口
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

　

資
産
税
課　

☎
23-

2
1
2
4

　

山
田
総
合
支
所
財
務
課

　

☎
64-

1
1
1
1（
代
表
）

　

山
之
口
総
合
支
所
財
務
課

　

☎
57-

3
1
1
1（
代
表
）

　

高
城
総
合
支
所
財
務
課

　

☎
58-

2
3
1
1（
代
表
）

　

高
崎
総
合
支
所
財
務
課

　

☎
62-

1
1
1
1（
代
表
）

準
備
は
お
済
み
で
す
か
？

準
備
は
お
済
み
で
す
か
？

「
償
却
資
産
」
の
申
告
書
は
、

評
価
を
す
る
上
で
重
要
な
基
礎

資
料
と
な
り
ま
す
。

「
償
却
資
産
」
の
適
正
申
告
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

１
月
は
固
定
資
産
税「
償
却
資
産
」の
申
告
月
で
す

固
定
資
産
税
の
課
税
項
目
の
一
つ
に

固
定
資
産
税
の
課
税
項
目
の
一
つ
に「「
償
却
資
産

償
却
資
産
」」が
あ
り
ま
す
。

が
あ
り
ま
す
。

「
償
却
資
産

「
償
却
資
産
」」を
所
有
し
て
い
る
事
業
主
は
、
そ
の
所
在
地
で
あ
る
市

を
所
有
し
て
い
る
事
業
主
は
、
そ
の
所
在
地
で
あ
る
市

町
村
に
対
し
、
そ
の
所
有
状
況
を
毎
年
申
告
す
る
よ
う
法
令
で
義
務

町
村
に
対
し
、
そ
の
所
有
状
況
を
毎
年
申
告
す
る
よ
う
法
令
で
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
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納
税
者
の
皆
さ
ん
が
納
め
た
市

税
は
、
福
祉
や
教
育
、
社
会
資
本

の
整
備
な
ど
に
使
わ
れ
る
貴
重
な

財
源
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
大
切
な
税
金
を
有
効

に
活
用
す
る
た
め
、
納
期
限
内
で

の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
税
な
ど
の
種
類

　

市
税
な
ど
の
主
な
種
類
と
課
税

対
象
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
市
県
民
税　

1
月
1
日
現
在
で

市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

●
固
定
資
産
税　

1
月
1
日
現
在

で
市
内
に
土
地
・
家
屋
・
償
却

資
産
を
所
有
し
て
い
る
人

●
軽
自
動
車
税　

4
月
1
日
現
在

で
軽
自
動
車
や
自
動
二
輪
、
原

動
機
付
自
転
車
な
ど
を
所
有
ま

た
は
使
用
し
て
い
る
人

●
国
民
健
康
保
険
税　

市
の
国
民

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
世

帯
の
世
帯
主

納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
で

　

納
税
に
は
、
便
利
な
口
座
振
替

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

預
貯
金
口
座
の
あ
る
金
融
機
関

へ
、納
税
通
知
書
ま
た
は
領
収
書
、

預
貯
金
通
帳
、
届
け
出
印
を
持
参

の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

手
続
き
の
翌
月
（
場
合
に
よ
っ
て

は
翌
々
月
）
か
ら
の
振
り
替
え
開

始
と
な
り
ま
す
。

納
期
内
に
納
入
で
き
な
い
と
き
は

　

納
税
課
（
国
民
健
康
保
険
税
は

保
険
年
金
課
）
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
毎
月
第
3
木
曜
日
は
、
午
後

8
時
ま
で
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

納
期
限
を
過
ぎ
る
と
…

①
納
期
か
ら
20
日
を
過
ぎ
る
と
督

促
状
が
発
送
さ
れ
、
督
促
手
数

料
が
加
算
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

納
期
限
か
ら
納
入
日
ま
で
の
延

滞
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
（
最
初

の
１
月
間
は
4
・
4
㌫
、
以
降

は
年
14
・
6
㌫
で
加
算
。
1
期

5
万
円
を
1
年
間
滞
納
す
る

と
、
お
よ
そ
6
、8
0
0
円
が

加
算
さ
れ
ま
す
）

②
督
促
状
発
送
か
ら
10
日
以
内
に

完
納
に
な
ら
な
い
場
合
、
滞
納

処
分
（
差
押
え
）
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

滞
納
処
分
（
差
押
え
）

　

納
期
限
内
に
納
入
さ
れ
な
か
っ

た
税
金
は
、
納
税
者
の
事
情
を
考

慮
し
、
相
談
の
上
で
納
め
て
も
ら

い
ま
す
が
、
相
談
が
な
い
場
合
、

ま
た
は
財
産
が
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
完
納
に
な
ら
な
い
場
合
は
、

納
税
の
公
平
性
を
保
つ
た
め
、
滞

納
し
て
い
る
人
の
財
産
調
査
（
金

融
機
関
の
預
貯
金
や
不
動
産
登
記

簿
の
調
査
、
給
与
支
払
者
や
取
引

会
社
な
ど
へ
の
問
い
合
わ
せ
、
自

宅
や
事
業
所
の
捜
索
な
ど
）
を
行

い
、
財
産
を
差
し
押
さ
え
て
税

金
に
充
て
る
滞
納
処
分
を
行
い
ま

す
。

※
平
成
18
年
度
決
算
で
は
、
約

11
億
4
、0
0
0
万
円
の
滞
納

税
が
あ
り
、
7
2
3
件
の
差
押

え
を
行
い
ま
し
た

【
平
成
18
年
度
滞
納
処
分
内
訳
】

財
産
の
種
類

件　

数

不
動
産

80

給　

与

186

預　

金

185

年　

金

10

売
掛
金

1

所
得
税
還
付
金

240

生
命
保
険

19

報　

酬

1

そ
の
他

1

合　

計

723

滞
納
が
も
た
ら
す
影
響

　

滞
納
が
増
え
て
い
く
と
、
福
祉

や
教
育
、
土
木
事
業
な
ど
、
本
来

は
市
民
の
皆
さ
ん
の
た
め
に
使
わ

れ
る
べ
き
貴
重
な
市
の
財
源
が
確

保
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

  

こ
れ
は
市
に
と
っ
て
大
き
な
損

失
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
不
利
益
に
も
な
り
ま
す
。

　

貴
重
な
財
源
を
最
大
限
活
用
す

る
た
め
に
、
納
期
限
内
で
の
納
付

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

納
税
課　

☎
23-

2
1
2
6

　

保
険
年
金
課　

　

☎
23-

7
1
4
4

　

各
総
合
支
所
財
務
課

※
税
金
に
つ
い
て
の
詳
し
い
内
容

は
、
都
城
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
く

ら
し
の
情
報
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い

税
金
は
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

■
市
税
は
み
ん
な
の
財
産
で
す

あ
な
た
の

あ
な
た
の
納納
め
る
め
る
税税
がが

み
ん
な
の

み
ん
な
の
暮暮
ら
し
を

ら
し
を
支支
え
て
い
ま
す
。

え
て
い
ま
す
。
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園
芸
の
専
門
知
識
を
学
ぶ

 
市
民
講
座
エ
バ
ー
グ
リ
ー
ン
セ
ミ
ナ
ー

　

平
成
21
年
4
月
に
移
転
開
設
す
る
南
九

州
大
学
が
、
周
辺
自
治
体
と
共
同
で
行
う

市
民
講
座
「
エ
バ
ー
グ
リ
ー
ン
セ
ミ
ナ
ー
」

が
10
月
27
日
、
同
大
学
都
城
キ
ャ
ン
パ
ス

で
始
ま
り
ま
し
た
。「
野
菜
の
コ
ン
テ
ナ

栽
培
」や「
環
境
に
優
し
い
病
害
虫
・
雑
草
の

防
ぎ
方
」
な
ど
園
芸
に
関
す
る
講
座
で
、

都
城
市
と
三
股
町
の
住
民
28
人
が
受
講
。

南
九
州
大
学
の
教
授
が
4
回
に
わ
た
っ
て

専
門
的
な
講
義
や
実
習
指
導
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。
早
鈴
町
の
谷
川
裕
昭
さ
ん
は

「
園
芸
は
苦
労
す
る
こ
と
が
多
い
。
専
門

的
な
話
を
聞
い
て
上
手
に
育
て
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

都
城
自
慢
の
お
肉
１
・
８
㌧
を
ぺロ
リ

 

２
０
０
７
都
城
焼
肉
カ
ー
ニ
バ
ル

　

牛
、
豚
、
鶏
の
生
産
額
日
本
一
を
記
念

し
、「
肉
の
ま
ち
都
城
」
を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と

昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
都
城
焼
肉
カ
ー
ニ
バ

ル
。
今
年
も
10
月
27
日
に
、
高
城
町
の
観

音
さ
く
ら
の
里
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

2
、5
0
0
人
分
の
座
席
が
設
け
ら
れ
た

会
場
に
県
内
外
か
ら
約
1
万
3
、0
0
0

人
が
来
場
。
炭
火
で
焼
か
れ
た
肉
の
香
ば

し
い
に
お
い
が
立
ち
込
め
る
中
、
家
族
や

友
人
な
ど
と
一
緒
に
新
鮮
な
都
城
産
の
肉

に
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。
職
場
の
仲

間
と
訪
れ
て
い
た
井
上
昭
子
さ
ん（
日
南

市
）
は「
や
は
り
都
城
牛
。
お
い
し
さ
が

全
然
違
い
ま
す
ね
」
と
満
足
げ
で
し
た
。

か
か
し
の
世
界
に
も
知
事
効
果
？

 

第
16 
回
か
か
し
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

10
月
28
日
か
ら
11
月
8
日
ま
で
山
田
町

一
堂
ケ
丘
公
園
で
、
か
か
し
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
例
年
そ
の
年

の
世
相
を
表
わ
し
た
か
か
し
が
多
く
出
品

さ
れ
る
こ
の
イ
ベ
ン
ト
。
今
年
は
東
国
原

知
事
や
ア
ニ
メ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
モ
デ

ル
に
し
た
も
の
や
、
ペ
ダ
ル
や
ハ
ン
ド
ル

を
操
作
し
て
動
か
す
も
の
な
ど
趣
向
を
凝

ら
し
た
作
品
67
体
が
並
び
ま
し
た
。
グ
ラ

ン
プ
リ
に
輝
い
た「
そ
の
ま
ん
ま
頼た

の

ん
像
」

は
東
国
原
知
事
を
モ
デ
ル
に
し
た
高
さ
4

㍍
の
大
作
。左
手
に
県
産
の
野
菜
を
抱
え
、

右
手
を
高
々
と
上
げ
た
雄
姿
に
訪
れ
た
多

く
の
人
が
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

「
弥
五
郎
ど
ん
」で
無
病
息
災

 

山
之
口
弥
五
郎
ど
ん
祭
り

　

11
月
3
日
、
国
選
択
無
形
民
俗
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
る
山
之
口
弥
五
郎
ど
ん

祭
り
が
的ま

と
の
し
ょ
う
は
ち
ま
ん
ぐ
う

野
正
八
幡
宮
と
そ
の
周
辺
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
体
や
着
物
に
触
れ
る
と

元
気
で
過
ご
せ
る
と
の
言
い
伝
え
が
あ

る
弥
五
郎
ど
ん
。
身
の
丈
4
㍍
の
人
形
を

先
頭
に
、
み
こ
し
な
ど
の
御ご

神し
ん

幸こ
う

行
列
が

参
道
を
練
り
歩
く
浜は

殿ま

下
り
が
行
わ
れ
た

ほ
か
、
郷
土
芸
能
の
披
露
や
地
場
産
品
の

販
売
な
ど
も
行
わ
れ
、
市
内
外
か
ら
多
く

の
家
族
連
れ
な
ど
が
訪
れ
ま
し
た
。
松
原

恵
久
美
さ
ん（
三
股
町
）
は
「
今
日
が
出

産
予
定
日
。
元
気
に
生
ま
れ
て
き
て
ほ
し

い
」
と
安
産
祈
願
し
て
い
ま
し
た
。
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都城市ホームページの「まちの話題Web版」もご覧ください 

City  Topics 
 

市
〝

民
の
台
所
〞

 

で
新
鮮
食
品
を
販
売

 

第
６
回
市
場
ま
つ
り

　

都
城
市
公
設
地
方
卸
売
市
場
で
11
月
3

日
、
市
場
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

普
段
入
る
こ
と
の
で
き
な
い
市
場
で
、
新

鮮
な
農
水
産
物
が
販
売
さ
れ
る
と
あ
っ
て
、

早
朝
か
ら
約
6
、0
0
0
人
が
来
場
。
会
場

で
は
市
価
の
2
〜
3
割
安
で
青
果
や
鮮
魚
、

生
花
が
販
売
さ
れ
た
ほ
か
、
約
50
㌔
あ
る

キ
ハ
ダ
マ
グ
ロ
の
解
体
実
演
と
試
食
、
苗

の
無
料
配
布
な
ど
も
あ
り
、
買
い
物
客

の
長
い
行
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。
家
族

で
訪
れ
て
い
た
福
丸
文
子
さ
ん（
大
岩
田

町
）
は「
新
鮮
な
魚
を
毎
年
楽
し
み
に
来

て
い
ま
す
。
も
っ
と
こ
う
い
う
機
会
が
あ

る
と
い
い
で
す
ね
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

市
民
交
流
の
場
、惜
し
ま
れ
つ
つ
も
幕

 

第
12 
回
み
や
こ
ん
じ
ょ
秋
祭
り

　

11
月
2
日
・
3
日
、
都
城
市
総
合
文
化

ホ
ー
ル
周
辺
で
み
や
こ
ん
じ
ょ
秋
祭
り
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
で
は
、
市
民
団

体
に
よ
る
模
擬
店
や
展
示
、
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
な
ど
が
行
わ
れ
、
多
く
の
人
出
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
平
成
8
年
に
ウ
エ
ル

カ
ム
交
流
会「
楽
市
楽
座
」
と
し
て
始
ま

り
、
市
民
団
体
の
育
成
や
、
市
民
の
交
流

の
場
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
た
同
祭
り
も

今
回
が
最
後
。
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
ミ
ニ
盆

栽
作
り
を
指
導
し
た
時
任
秀
幸
さ
ん
は「
人

出
が
多
い
の
で
や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
。

可
能
で
あ
れ
ば
来
年
も
続
け
て
ほ
し
い
で

す
ね
」と
残
念
そ
う
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

大
空
を
悠
々
と
舞
う

 

南
九
州
ハ
ン
グ
グ
ラ
イ
ダ
ー
大
会

　

11
月
４
日
、
金
御
岳
杯
南
九
州
ハ
ン
グ

グ
ラ
イ
ダ
ー
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
22

回
目
を
迎
え
た
今
年
も
広
島
県
や
九
州
各

県
か
ら
30
人
が
参
加
。
競
技
は
飛
行
し
な

が
ら
ボ
ー
ル
を
投
下
し
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
ま

で
の
距
離
や
着
地
の
正
確
さ
を
競
う
タ
ー

ゲ
ッ
ト
方
式
で
行
わ
れ
、
参
加
者
た
ち
は

金
御
岳
山
頂（
4
7
2
㍍
）
か
ら
1
・
5
㌔

先
の
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
、
秋
空
を
遊
泳
し

て
い
き
ま
し
た
。
広
島
市
か
ら
参
加
し
た

松
井
重
雄
さ
ん
は
「
昨
年
に
続
き
2
回
目

の
参
加
。
飛
び
立
つ
所
や
着
地
す
る
所
が

よ
く
整
備
さ
れ
て
お
り
、
景
色
も
す
ば
ら

し
い
で
す
ね
」
と
満
足
そ
う
で
し
た
。

澄
ん
だ
秋
空
に
迫
力
の
曲
技
飛
行

 

ス
カ
イ
フ
ェ
ス
タ
in
都
城

　

11
月
10
日
・
11
日
、
ス
カ
イ
ス
ポ
ー
ツ

の
祭
典
「
ス
カ
イ
フ
ェ
ス
タ
in
都
城
」
が

上
水
流
町
の
大
淀
川
河
川
敷
周
辺
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
回
は
国
内
最
大
級
の
空
の

祭
典
「
ス
カ
イ
・
レ
ジ
ャ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
」

と
同
時
開
催
。プ
ロ
ペ
ラ
機
や
モ
ー
タ
ー
・

パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
な
ど
約
30
機
が
秋
空
を

舞
い
、
ス
モ
ー
ク
を
た
き
な
が
ら
の
背
面

飛
行
や
き
り
も
み
回
転
な
ど
、
ア
ク
ロ
バ

テ
ィ
ッ
ク
な
飛
行
で
観
客
を
魅
了
し
ま
し

た
。
ハ
ン
グ
グ
ラ
イ
ダ
ー
に
体
験
試
乗
し

た
衛
藤
大
輝
く
ん（
五
十
市
小
５
年
）
は

「
上
か
ら
見
た
景
色
が
き
れ
い
で
、
と
て

も
面
白
か
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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Scenery of a person平
成
19
年
秋
の
叙
勲
で
、
上
原
正
哉

さ
ん（
南
横
市
町
・
75
歳
）が
栄
え

あ
る
瑞
宝
単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

自
宅
隣
に
建
て
た
建
築
大
工
職
業
訓
練

の
た
め
の
作
業
所
と
宿
舎
。
こ
こ
で
上

原
さ
ん
は
多
く
の
訓
練
生
の
指
導
に
当

た
る
と
と
も
に
、
訓
練
生
が
所
属
し
た

都
城
地
域
職
業
訓
練
協
会
の
会
長
な
ど

の
役
職
を
長
年
に
わ
た
り
務
め
、
技
能

後
継
者
の
育
成
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
学
を
卒
業
し
て
間
も
な
い
終
戦
当

時
、
台
風
に
よ
り
大
き
な
被
害
を
受
け

倒
壊
し
た
か
や
ぶ
き
の
家
屋
を
見
て
、

大
工
へ
の
道
を
決
意
し
、
養
成
所
に
入

所
。「
大
工
と
い
う
職
業
は
好
き
で
も

な
か
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
が
、
と
に

か
く
手
に
職
を
付
け
、
一
人
前
に
な
り

た
い
と
い
う
思
い
が
強
か
っ
た
。
米
も

わ
た
ら
な
い
時
代
に
、
唐
芋
や
芋
つ
る

を
食
べ
て
空
腹
を
し
の
ぎ
ま
し
た
」
と

厳
し
か
っ
た
昔
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

仕
事
が
軌
道
に
乗
っ
た
こ
ろ
、
訓
練

作
業
所
を
設
立
。
住
み
込
み
の
訓
練
生

に
対
し
、
昼
夜
を
問
わ
ず
技
能
の
指
導

に
当
た
り
ま
し
た
。「
同
じ
釜
の
飯
を

食
い
な
が
ら
訓
練
し
ま
し
た
が
、
何
よ

り
も
人
間
教
育
が
一
番
難
し
か
っ
た
」

と
当
時
を
振
り
返
る
上
原
さ
ん
。
若
い

技
術
者
育
成
に
情
熱
を
注
ぐ
と
と
も

に
、さ
ま
ざ
ま
な
役
職
を
40
年
間
務
め
、

職
業
訓
練
の
振
興
に
貢
献
し
ま
し
た
。

　

叙
勲
の
知
ら
せ
に
「
思
い
が
け
な
い

こ
と
で
驚
き
ま
し
た
。
宮
中
の
豊
明
殿

に
お
い
て
天
皇
陛
下
に
拝は
い

謁え
つ

で
き
た
こ

と
は
一
生
の
思
い
出
で
す
」
と
笑
顔
で

話
す
上
原
さ
ん
。
こ
れ
か
ら
の
楽
し
み

に
つ
い
て
「
職
業
訓
練
協
会
の
役
職
を

務
め
て
い
た
こ
ろ
の
先
生
た
ち
と
ゴ
ル

フ
を
楽
し
み
な
が
ら
、
余
生
を
健
康
に

過
ご
し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

職業訓練功労に対し、秋の叙勲で瑞宝単光章を受章

上原正哉さん
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◎みやこのじょうさんか　　　　　　　　　　　　　Letters To Miyakonojo

学校へ行こう
Profi le プロフィル

I'm proud of my school

「
ぐ
ん
ぐ
ん
伸
び
る
大
王
っ
子
」

 

6
年　

松
元　

悠ゆ

生う

花か 

さ
ん

　

当
時
、
家
の
周
辺
は
ほ
と
ん
ど

が
砂
利
道
で
、
走
っ
た
り
転
ん
だ

り
、
傷
の
絶
え
な
い
少
年
時
代
で

し
た
。
小
学
生
の
こ
ろ
の
区
画
整

理
で
、
が
ら
り
と
変
わ
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
今
も
実
家
は
同
じ

場
所
に
あ
り
ま
す
。
い
ず
ん（
泉

ケ
丘
高
）
を
卒
業
し
上
京
す
る
ま

で
一
万
城
町
で
育
ち
ま
し
た
。

　

ば
あ
ち
ゃ
ん
子
だ
っ
た
せ
い
も

あ
り
、
み
や
こ
ん
じ
ょ
弁
は
か
な

り
の
も
の
で
、
こ
ち
ら
で
も
都
城

の
友
人
た
ち
と
頻
繁
に
会
っ
て

は
、
し
ょ
ち
ゅ（
焼
酎
）
を
く
ろ

か
た
で
語
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
あ

の
独
特
な
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
に

も
か
な
り
敏
感
で
、
ハ
ワ
イ
の
パ

イ
ナ
ッ
プ
ル
畑
や
こ
ち
ら
の
タ
ク

シ
ー
の
運
転
手
さ
ん
な
ど
思
わ
ぬ

所
で
出
く
わ
す
一
言
に
「
み
や
こ

ん
じ
ょ
ん
人
じ
ゃ
ね
で
す
か
ね
」

と
突
然
話
し
か
け
て
は
驚
か
れ
ま

す
。
一
年
ほ
ど
前
に
六
本
木
の
飲

み
屋
で
隣
に
な
っ
た
2
人
連
れ
の

会
話
に
耳
を
と
ら
れ
話
し
か
け
て

み
た
と
こ
ろ
、
出
張
で
来
て
い
た

地
元
の
タ
ク
シ
ー
会
社
の
社
長
さ

ん
た
ち
で
し
た
。
そ
ん
な
後
は
会

話
も
弾
み
ま
す
。
方
言
が
結
ん
で

く
れ
る
う
れ
し
い
出
会
い
で
す
。

　

今
年
、
百
歳
に
な
る
祖
母
を
市

に
祝
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
男

性
長
寿
世
界
一
の
田
鍋
さ
ん
も
都

城
で
す
よ
ね
。
て
げ
て
げ
、
な
っ

た
ご
っ
、
に
象
徴
さ
れ
る
み
や
こ

ん
じ
ょ
の
ほ
ん
わ
り
と
し
た
風

土
、
温
か
い
人
柄
を
思
う
と
長
寿

も
納
得
で
す
ね
。
母
が
花
好
き
な

た
め
、
帰
省
の
度
実
家
の
庭
一
面

に
咲
き
誇
る
花
々
に
心
安
ら
ぎ
、

は
る
か
に
仰
ぐ
霧
島
連
山
に
勇
気

づ
け
ら
れ
ま
す
。
老
後
は
そ
ん
な

都
城
で
暮
ら
す
つ
も
り
で
い
ま
す
。

　

中
学
時
代
、
祖
母
に
ね
だ
っ
て

手
に
し
た
カ
メ
ラ
で
始
め
た
写
真

を
な
り
わ
い
と
し
て
い
ま
す
。
あ

こ
が
れ
は
東
京
に
し
か
な
い
と

思
っ
て
い
た
高
校
時
代
、
上
京
す

る
事
し
か
考
え
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
今
で
は
反
対
に
都
城
に
あ

こ
が
れ
、
帰
る
事
ば
か
り
を
考
え

て
い
ま
す
。
そ
う
思
え
る
み
や
こ

ん
じ
ょ
で
生
ま
れ
育
っ
た
事
を
誇

り
に
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
大
王
っ
子
は
、「
す
す

ん
で
学
ぶ
大
王
っ
子
」「
思
い
や

り
の
あ
る
大
王
っ
子
」「
た
く
ま

し
い
大
王
っ
子
」「
よ
く
働
く
大

王
っ
子
」
を
目
指
し
て
、
毎
日
ス

ポ
ー
ツ
や
勉
強
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

　

大
王
小
の
自
ま
ん
は
３
つ
あ
り

ま
す
。
ま
ず
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
で
す
。毎
朝
、竹
ぼ
う
き
を
持
っ

て
運
動
場
に
行
き
、
落
ち
て
い
る

葉
を
は
き
ま
す
。

　

次
に
あ
い
さ
つ
で
す
。
朝
の
活

動
の
時
に
、
校
門
の
所
で
友
達
や

先
生
に
元
気
な
あ
い
さ
つ
を
し
ま

す
。
あ
い
さ
つ
や
そ
う
じ
を
し
た

後
は
、
心
が
す
っ
き
り
し
て
、
と

て
も
気
持
ち
が
い
い
で
す
。
私
た

ち
6
年
生
が
も
っ
と
が
ん
ば
っ
て
、

大
王
小
の
伝
統
に
し
た
い
で
す
。

　

最
後
は
学
校
の
木
、
イ
チ
ョ
ウ

で
す
。
昭
和
24
年
に
小
学
校
の
敷

地
が
整
理
さ
れ
た
時
に
植
え
ら
れ

た
そ
う
で
す
。
毎
日
毎
日
、
大

王
っ
子
の
様
子
を
見
守
っ
て
く
れ

て
い
ま
す
。
夏
は
緑
の
葉
が
生
い

茂
り
、
秋
に

は
き
れ
い
な

黄
色
に
そ
ま

り
ま
す
。
色

の
変
わ
る
イ

チ
ョ
ウ
を
見

て
、
大
王
っ

子
は
季
節
を

感
じ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も

私
た
ち
の
様
子
を
見
守
っ
て
い
て

ほ
し
い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、明
る
く
元
気
で
、

や
る
気
一
杯
の
大
王
っ
子
で
あ
り

た
い
で
す
。
ま
た
、伝
統
を
守
り
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
、
ぐ
ん
ぐ
ん
伸
び
て
い
き
た

で
す
。

昭和39年生まれ。CDジャケット、雑誌、LIVE写真な
ど、音楽写真家として活動。最近の作品に「柳沢慎
吾セレクション あばよ!!」、L'Arc～en～Ciel「TOUR 
2007-2008 THEATER OF KISS」パンフ、「秋川雅
史 青山劇場リサイタルDVD」（年明け発売）など

今元　秀明第24回

大王小学校
◎大王町20-17 ☎23-2470

【
あ
こ
が
れ
の
み
や
こ
ん
じ
ょ
】

 

今
元　

秀
明 

さ
ん

（いまもと　ひであき）
Daioh Primary SchoolDaioh Primary School

◎学校のシンボル「校門に立つ石像」
　昭和 43 年の卒業記念で作られた石
像。元気な大王っ子をイメージした３
人の子どもの台座には、大王っ子の目
指す姿として、
「まっすぐ前を見　胸の底から声を出せ
そのはずむ心を　くちびるにのせて歌えよ
まともにものを見
ためらうことなく　うでをふるえ
豊かな心を　青空いっぱいにえがけ」
と刻まれています。
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暮らしの情報
 

募　

集

Recruitm
ent

県
立
産
業
技
術
専
門
校
高
鍋
校

建
築
科・塗
装
科
の
訓
練
生

　

県
立
産
業
技
術
専
門
校
高
鍋
校
で

は
、
中
学
卒
業
以
上
を
対
象
と
し
た

平
成
20
年
度
の
建
築
科
・
塗
装
科
の

訓
練
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
定
員　

建
築
科（
20
人
）

　
　
　
　

塗
装
科（
20
人
）

●
訓
練
期
間　

1
年

●
試
験　

2
月
8
日
㈮
に
筆
記
試
験

（
国
語
・
数
学
）、
適
正
検
査
、
面
接

●
申
・
問　

1
月
25
日
㈮
ま
で
に

　

県
立
産
業
技
術
専
門
校
高
鍋
校

　

☎
0
9
8
3-

23-

0
5
2
3

介
護
相
談
員

　

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

て
い
る
人
の
不
安
や
疑
問
を
解
消
す

る
た
め
、
施
設
や
事
業
所
を
訪
問
す

る
介
護
相
談
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
定
員　

若
干
名

●
対
象　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
の
あ

る
65
歳
未
満
の
人
で
、
施
設
や
事
業

所
へ
月
6
回
程
度
訪
問
で
き
、
市
税

の
滞
納
が
な
い
人

※
採
用
前
に
介
護
相
談
員
養
成
研
修

（
5
日
程
度
）
に
出
席
し
て
も
ら

い
ま
す

●
選
考
方
法　

書
類
審
査
・
面
接

●
申
・
問　

12
月
20
日
㈭
ま
で
に

　

介
護
保
険
課　

☎
23-

2
1
1
4

成
人
記
念
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

成
人
記
念
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
で

路
上
で
の
車
両
の
整
理
や
誘
導
な
ど

を
行
う
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
ま
す
。

●
日
時　

1
月
14
日
㈪

　
　
　
　

8
時
30
分
〜
12
時

●
コ
ー
ス　

都
城
運
動
公
園
陸
上
競

技
場
発
着
の
三
股
折
り
返
し

●
申
・
問　

都
城
市
陸
上
競
技
協
会

　

事
務
局

　

☎
26-

4
5
1
0（
17
時
以
降
）

都
城
地
域
高
等
職
業
訓
練
校

　

訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。
各
科
定

員
20
人
で
す
。
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
ま
す
。

【
着
付
科
（
３
カ
月
）】

●
日
程

1
月
10
日
㈭
か
ら
毎
週
木
曜
日

◎
朝
の
部　

10
時
〜
12
時

◎
昼
の
部　

13
時
〜
15
時

◎
夜
の
部　

19
時
〜
21
時

●
費
用　

1
万
1
、0
0
0
円

【
洋
裁
科
】

●
日
程

①
6
カ
月
コ
ー
ス

　

1
月
10
日
㈭
か
ら
毎
週
木
曜
日

　

10
時
〜
15
時

②
1
年
コ
ー
ス

　

1
月
12
日
㈯
か
ら
隔
週
土
曜
日

　

9
時
〜
13
時

●
費
用　

4
万
円

【
手
編
科
（
１
年
）】

◎
昼
間
部　

1
月
8
日
㈫
か
ら
毎
週

　

火
曜
日　

9
時
30
分
〜
15
時
30
分

◎
夜
間
部　

1
月
10
日
㈭
か
ら
毎
週

　

木
曜
日　

19
時
〜
21
時

●
費
用　

昼
間
部　

5
万
円

　
　
　
　

夜
間
部　

4
万
円

【
パ
ソ
コ
ン
科
（
３
カ
月
）】

●
日
程　

1
月
7
日
㈪
か
ら
毎
週

月
・
木
曜
日　

18
時
〜
21
時

●
費
用　

4
万
2
、0
0
0
円

※
雇
用
保
険
加
入
者
は

　

3
万
7
、0
0
0
円

【
ゆ
っ
く
り
パ
ソ
コ
ン
科
】

●
日
時　

1
月
7
日
㈪
か
ら

月
〜
金
曜
日　

9
時
〜
12
時

●
費
用　

9
、0
0
0
円

　
　
　
　
（
チ
ケ
ッ
ト
15
時
間
分
）

【
パ
ソ
コ
ン
会
計
科
（
１
カ
月
）】

●
日
程　

毎
週
火
・
金
曜
日

　
　
　
　

9
時
〜
12
時

●
費
用　

1
万
8
、0
0
0
円

　
　
　
　
（
8
日
間
、
24
時
間
分
）

●
開
講
日　

1
月
8
日
㈫
・
2
月
5

日
㈫
・
3
月
4
日
㈫

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
入
門（
１
カ

月
）】

●
日
程　

毎
週
月
・
水
曜
日

　
　
　
　

9
時
〜
12
時

●
費
用　

1
万
8
、0
0
0
円

　
　
　
　
（
8
日
間
、
24
時
間
分
）

●
開
講
日　

1
月
7
日
㈪
・
2
月
4

日
㈪
・
3
月
3
日
㈪

●
問　

都
城
地
域
高
等
職
業
訓
練
校

　
　
　

☎
23-

2
3
1
6

宮
崎
県
東
京
学
生
寮

●
対
象　

平
成
20
年
4
月
に
大
学
・

短
大
・
2
年
以
上
の
専
修
学
校
に
入

学
予
定
の
男
子

●
募
集
人
員　

60
人
程
度

●
入
寮
期
間　

平
成
20
年
4
月
〜

　
　
　
　
　
　

平
成
22
年
3
月

●
寮
費　

月
額
1
万
8
、6
0
0
円

※
電
気
代
は
実
費
、
食
事
の
提
供
は

あ
り
ま
せ
ん

●
申
・
問　

1
月
8
日
㈫
ま
で
に

　

宮
崎
県
総
務
課

　

☎
0
9
8
5-

26-

7
2
9
0

 

催　

し

Event

ク
リ
ス
マ
ス・
正
月
用

プ
レ
ゼ
ン
ト
作
り

●
日
時　

12
月
1
日
㈯
〜
1
月
7
日

㈪　

9
時
30
分
〜
16
時

※
毎
週
火
曜
日
お
よ
び
第
3
日
曜
日

は
休
館

●
場
所　

さ
い
せ
い
館

●
内
容　

平
日
が
ボ
ト
ル
ク
ラ
フ

ト
・
と
ん
ぼ
玉
、
土
・
日
曜
日
が
サ

ン
ド
ブ
ラ
ス
ト
・
フ
ュ
ー
ジ
ン
グ
・

廃
材
ア
ー
ト

●
定
員

午
前
・
午
後　

各
10
人
程
度

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す

●
申
・
問

　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
さ
い
せ
い
館

　

☎
36-
3
9
0
0
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図
書
ふ
れ
あ
い
広
場

　

寄
贈
さ
れ
た
不
要
本
を
無
料
で
提

供
し
ま
す
。自
由
に
参
加
で
き
ま
す
。

●
日
時　

1
月
13
日
㈰

　
　
　
　

9
時
30
分
〜
15
時

※
本
が
な
く
な
り
次
第
終
了
。
児
童

書
コ
ー
ナ
ー
は
開
始
後
10
分
間
小

学
生
以
下
の
み
入
場
で
き
ま
す

●
場
所　

図
書
館

●
本
の
種
類

①
児
童
書（
絵
本
な
ど
）

②
コ
ミ
ッ
ク

③
実
用
書（
趣
味
の
本
な
ど
）

④
文
学（
小
説
・
エ
ッ
セ
イ
な
ど
）

※
持
ち
帰
り
冊
数
は
当
日
発
表
し
ま

す
。
本
を
入
れ
る
袋
は
各
自
ご
準

備
く
だ
さ
い

●
問　

図
書
館　

☎
22-

0
2
3
9

視
覚
障
が
い
者
に
よ
る
文
化
発
表

あ
な
た
と
私
の
か
け
は
し
広
場

　

視
覚
障
が
い
者
に
よ
る
音
楽
や
美

術
作
品
の
展
示
な
ど
、
市
民
と
の
交

流
を
図
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

す
。

●
日
時　

12
月
16
日
㈰

　
　
　
　

10
時
〜
16
時

●
場
所　

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

幼
稚
園
児
の
歌
、
視
覚
障

が
い
者
ガ
イ
ド
教
室
、
体
験
発
表
、

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
バ
ザ
ー
ほ
か

●
問　

点
字
図
書
館

　
　
　

☎
26-

1
9
4
8

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

●
日
時　

12
月
20
日
㈭

　
　
　
　

12
時
20
分
〜

●
場
所　

市
役
所
西
館
1
階
ロ
ビ
ー

●
出
演　

ヤ
マ
ハ
音
楽
教
室

●
問　

経
営
戦
略
課

　
　
　

☎
23-

2
1
1
5

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

「
い
き
い
き
倶
楽
部
」ス
キ
ー
教
室

　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
推
進
の
一
環
と
し

て
ス
キ
ー
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
参

加
者
が
25
人
未
満
の
場
合
は
行
い
ま

せ
ん
。

●
日
時　

12
月
25
日
㈫
〜
27
日
㈭

●
場
所　

瑞
穂
ハ
イ
ラ
ン
ド

　
　
　
　

ス
キ
ー
場（
広
島
県
）

●
集
合
場
所　

高
城
運
動
公
園
総
合

　
　
　
　
　
　

体
育
館

●
出
発
時
間　

12
月
25
日
㈫　

7
時

●
対
象　

い
き
い
き
倶
楽
部
会
員

※
新
規
加
入
の
方
法
な
ど
に
つ
い
て

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

●
費
用

子
ど
も　

3
万
5
、0
0
0
円

大　

人　

4
万
円

※
中
学
生
は
大
人
料
金
、
子
ど
も
の

み
の
参
加
は
小
学
5
年
生
以
上

（
バ
ス
代
、
宿
泊
費
2
日
分
、
レ
ッ

ス
ン
料
、
レ
ン
タ
ル
代
、
リ
フ
ト

代
、
保
険
代
を
含
む
）

●
申
・
問　

12
月
15
日
㈯
ま
で
に

　

い
き
い
き
倶
楽
部
事
務
局

　

☎
58-

5
5
1
4

庄
内
新
そ
ば
ま
つ
り

●
日
時　

12
月
16
日
㈰　

雨
天
決
行

　
　
　
　

10
時
30
分
〜
13
時

●
場
所　

関
之
尾
緑
の
村

●
内
容

◎
そ
ば
打
ち
体
験　

年
越
し
用
の
そ

ば
を
自
分
で
打
っ
て
み
ま
せ
ん
か

●
費
用　

1
、0
0
0
円

　
　
　
　
（
材
料
費
・
保
険
料
）

●
定
員　

30
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

●
そ
の
他　

エ
プ
ロ
ン
を
持
参

◎
新
そ
ば
粉
の
販
売　

庄
内
産
新
そ

ば
粉
1
㌔
を
5
0
0
円
で
販
売

※
先
着
2
0
0
人

◎
そ
ば
三
昧　

田
舎
そ
ば
、
か
け
そ

ば
、
ざ
る
そ
ば
を
低
価
格
で
販
売

※
各
1
0
0
食
限
定

●
申
・
問　

そ
ば
打
ち
体
験
は
12
月

12
日
㈬
ま
で
に
商
業
観
光
課

　

☎
23-

2
6
1
5

廃
油
キ
ャ
ン
ド
ル
で
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

　

手
作
り
の
廃
油
キ
ャ
ン
ド
ル
で
石

山
観
音
堂
な
ど
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し

ま
す
。

●
日
時　

12
月
31
日
㈪　

23
時
〜

●
場
所　

高
城
町
石
山
地
区
の
石
山

観
音
堂
、
走は
し
り
ゆ湯
権
現
神
社
、
熊
野
神

社※
24
時
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
振

る
舞
い
も
行
わ
れ
ま
す

●
問　

ば
あ
ば
の
知
恵
袋

　
　
　

☎
58-

4
8
3
8

 

講
座・教
室

Course

・Class

き
ら
り
体
験
教
室

　

初
心
者
対
象
の
体
験
教
室
で
す
。

5
人
未
満
の
場
合
は
開
催
し
ま
せ

ん
。

【
パ
ソ
コ
ン
教
室（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
編
）】

メ
ー
ル
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て

も
学
習
し
ま
す

●
日
時　

1
月
17
日
㈭
〜
毎
週
木
曜

日　

全
6
回　

19
時
〜
21
時

●
場
所　

パ
ソ
コ
ン
カ
レ
ッ
ジ
花
繰

校●
費
用　

4
、0
0
0
円

●
申
・
問　

1
月
7
日
㈪
ま
で
に

　

き
ら
り
ネ
ッ
ト
都
城

　

☎
23-

4
0
8
0

御
池
青
少
年
自
然
の
家
主
催
事
業

お
正
月
を
作
ろ
う

●
日
時　

12
月
23
日
㈰

　
　
　
　

9
時
30
分
〜
16
時

●
場
所　

御
池
青
少
年
自
然
の
家

●
対
象　

幼
児
か
ら
大
人
ま
で
、
家

族
・
グ
ル
ー
プ

※
小
学
3
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

●
定
員　

50
人

●
内
容　

ミ
ニ
門
松
作
り

●
費
用　

7
2
0
円

　
　
　
　
（
食
事
・
材
料
・
保
険
代
）

●
申
・
問　

12
月
18
日
㈫
ま
で
に

　

御
池
青
少
年
自
然
の
家

　

☎
33-
1
4
1
4
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講
座・教
室

Course

・Class
市
民
講
座

Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
の
始
め
方

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
始
め
た
い
人
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
を
立
ち
上
げ
て
間
も
な
い
団
体

で
、
運
営
方
法
に
悩
ん
で
い
る
人
を

対
象
に
市
民
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
程
・
内
容

1
／
19
㈯

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
始
め
方
・
入
門
編

2
／
16
㈯

Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
体
験
談
①

3
／
1
㈯

Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
体
験
談
②

3
／
15
㈯

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
始
め
方
・
実
践
編

●
時
間　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

●
費
用　

無
料

●
定
員　

各
40
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

●
申
・
問　

生
活
文
化
課

　
　
　
　
　

☎
23-

7
1
4
6

え
せ
同
和
行
為
対
策
講
習
会（
無
料
）

　

同
和
問
題
を
口
実
と
し
て
行
わ
れ

る
不
当
な
要
求
や
不
法
な
行
為
で
あ

る「
え
せ
同
和
行
為
」
へ
の
適
切
な

対
応
と
、
同
和
問
題
に
対
す
る
正
し

い
理
解
と
認
識
を
深
め
る
た
め
の
講

習
会
で
す
。

●
日
時　

12
月
25
日
㈫　

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
申
・
問　

12
月
14
日
㈮
ま
で
に

　

宮
崎
県
人
権
同
和
対
策
課

　

☎
0
9
8
5-

26-

7
0
6
7

冬
休
み
・
小
学
生
の
た
め
の

親
子
星
空
観
察
教
室

　

美
し
い
星
空
の
街
高
崎
の
た
ち
ば

な
天
文
台
で
、
星
と
遊
び
な
が
ら
楽

し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

12
月
23
日
㈰

　
　
　
　

15
時
〜
20
時

●
場
所　

た
ち
ば
な
天
文
台

●
内
容　

昼
間
の
星
や
太
陽
の
観

察
、
星
や
星
座
の
説
明
、
星
座
早
見

盤
の
使
い
方
、
冬
の
星
の
観
察
ほ
か

●
対
象　

小
学
4
年
生
以
上
の
親
子

●
定
員　

20
組　

※
先
着
順

●
費
用　

入
館
料　

中
学
生
以
上

3
0
0
円
、
小
学
生
1
0
0
円
お
よ

び
保
険
料
1
人
1
0
0
円

●
申
・
問　

12
月
20
日
㈭
ま
で
に

　

た
ち
ば
な
天
文
台（
蓑
部
）

　

☎
62-

2
2
1
1

野
鳥
の
巣
箱
作
り
教
室

　

あ
な
た
の
名
前
入
り
の
巣
箱
を
関

之
尾
の
森
に
取
り
付
け
て
み
ま
せ
ん

か
。

●
日
時　

12
月
23
日
㈰

　
　
　
　

9
時
〜
15
時

●
場
所　

関
之
尾
緑
の
村

●
対
象
・
定
員　

小
学
生
、
20
人

※
保
護
者
同
伴
可

●
費
用　

5
0
0
円

　
　
　
　
（
保
険
・
材
料
代
ほ
か
）

●
そ
の
他　

弁
当
を
持
参
く
だ
さ
い

●
申
・
問　

12
月
21
日
㈮
ま
で
に

関
之
尾
緑
の
村　

☎
37-

2
9
2
9

Ｊ
Ａ
都
城
農
業
講
座

ぼ
ん
ち
ア
グ
リ
ス
ク
ー
ル（
無
料
）

　

Ｊ
Ａ
都
城
で
は
、
農
業
に
関
心
を

持
ち
、
農
業
の
事
を
も
っ
と
知
り
た

い
と
い
う
人
の
た
め
に
、
園
芸
部
門

の
農
業
講
座
を
開
講
し
ま
す
。安
心
、

安
全
な
野
菜
作
り
に
挑
戦
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

●
期
間　

3
月
〜
10
月
の
毎
月
第
2

火
曜
日
開
催（
講
座
6
回
、
現
地
研

修
2
回
）

●
時
間　

19
時
〜
21
時

●
場
所　

Ｊ
Ａ
都
城
（
上
川
東
）

●
開
講
式　

3
月
11
日
㈫

●
定
員　

30
人
程
度

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

●
応
募
方
法　

は
が
き
に
住
所
、
氏

名
、
生
年
月
日
、
性
別
、
電
話
番
号
、

職
業
、
申
し
込
み
の
動
機
や
農
業
に

対
す
る
思
い
を
明
記
の
上
、
1
月
31

日
㈭
ま
で
に
、
Ｊ
Ａ
都
城
営
農
企
画

課
（
〒
885-

0
0
1
2　

上
川
東
3-

4-
1
）

●
問　

Ｊ
Ａ
都
城
営
農
企
画
課

　
　
　

☎
22-

9
8
2
6

 

相　

談

Counseling

多
重
債
務
者
向
け

無
料
相
談
会

　

消
費
者
金
融
な
ど
に
多
額
の
借
金

を
抱
え
て
困
っ
て
い
る
人
を
対
象
に
、

弁
護
士
・
司
法
書
士
が
相
談
に
応
じ

る
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
電
話
に
よ
る
相
談
も
実
施

し
ま
す
。

【
無
料
相
談
会
】

●
日
時　

12
月
12
日
㈬

　
　
　
　

10
時
〜
16
時

●
場
所　

中
央
公
民
館

※
事
前
予
約
が
必
要

【
電
話
相
談
】

●
日
程　

12
月
10
日
㈪
〜
15
日
㈯

　
　
　
　

10
時
〜
20
時

●
専
用
電
話

　

☎
0
9
8
5-

22-

2
4
0
1

●
問　

宮
崎
県
生
活
・
文
化
課

　
　
　

☎
0
9
8
5-

26-

7
0
5
4

女
性
相
談
員
に
よ
る

女
性
総
合
相
談（
無
料
）

●
常
設
相
談　

毎
週
月
〜
金
曜
日

　
　
　
　
　
　

10
時
〜
16
時

●
専
門
相
談

女
性
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
女
性
弁
護
士

が
相
談
に
応
じ
ま
す

◎
こ
こ
ろ
の
相
談

　

12
月
18
日
㈫　

14
時
〜
16
時

◎
法
律
相
談

　

12
月
25
日
㈫　

13
時
〜
16
時

※
専
門
相
談
お
よ
び
面
接
相
談
は
事

前
の
予
約
が
必
要
で
す
。
電
話
相

談
は
随
時
受
け
付
け
ま
す

●
場
所　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
東
館
2
階
）

●
相
談
専
用
電
話

　

☎
23-
7
1
5
7
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行
政
相
談

●
日
程
・
場
所

12
月
15
日
㈯　

9
時
〜
12
時

岩
﨑
不
動
産
事
務
所（
高
崎
町
）

12
月
18
日
㈫　

10
時
〜
12
時

山
之
口
地
区
公
民
館 

12
月
20
日
㈭　

13
時
〜
16
時

都
城
大
丸
7
階

●
問　

秘
書
広
報
課

　
　
　

☎
23-

3
1
7
4

赤
ち
ゃ
ん
健
康
相
談（
無
料
）

　

身
体
測
定
や
、
保
健
師
・
栄
養
士

に
よ
る
育
児
相
談
を
行
い
ま
す
。

●
日
時　

12
月
26
日
㈬

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
14
時
30
分

●
場
所　

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
地
下
1
階
）

●
問　

こ
ど
も
課

　
　
　

☎
23-

2
6
8
4

産
業
財
産
権
相
談
事
業

特
許
相
談（
無
料
）

●
日
時　

12
月
18
日
㈫　

　
　
　
　

10
時
〜
15
時

●
場
所　

都
城
商
工
会
館

●
内
容　

特
許
、
実
用
新
案
、
意
匠
、

商
標
な
ど

●
問　

工
業
振
興
課

　
　
　

☎
23-

2
7
5
3

 

お
知
ら
せ

Inform
ation

市
有
地
の
公
売

●
公
売
予
定
地（
公
簿
上
地
積
）

天
神
町
42
番　

宅
地

　
（
1
5
3
・
56
㎡
）

●
入
札
日　

12
月
26
日
㈬　

10
時
〜

※
9
時
30
分
〜
10
時
受
付

●
入
札
場
所

　

市
役
所
6
階
入
札
室

●
申
込
期
限　

12
月
21
日
㈮

●
入
札
に
必
要
な
も
の　

入
札
保
証

金
、
印
鑑　

※
代
理
人
は
委
任
状

●
そ
の
他　

予
定
価
格
お
よ
び
入
札

保
証
金
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

●
問　

契
約
管
財
課

　
　
　

☎
23-
2
1
2
2

政
治
家
の
寄
付
は
禁
止
、有
権

者
が
求
め
る
こ
と
も
禁
止

　

政
治
家（
候
補
者
、
候
補
者
に
な

ろ
う
と
す
る
者
、
現
に
公
職
に
あ
る

者
）
が
、
お
歳
暮
や
年
賀
、
病
気
見

舞
い
、
お
祭
り
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、

地
区
の
集
会
・
旅
行
な
ど
の
催
物
へ

の
寸
志
や
飲
食
物
の
差
し
入
れ
を
す

る
こ
と
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
有
権
者
が
寄
付
を
求
め

る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

①
贈
ら
な
い
！
②
求
め
な
い
！
③

受
け
取
ら
な
い
！
の「
三
な
い
運
動
」

を
徹
底
し
、
明
る
い
選
挙
を
実
現
し

ま
し
ょ
う
。

●
問　

都
城
市
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　

☎
23-

7
8
6
4

社
会
保
険
料
控
除
証
明
書（
国
民
健

康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
）の
発
行

　

所
得
税･

住
民
税
申
告
時
の
社
会

保
険
料
控
除
の
た
め
に
使
う
国
民
健

康
保
険
税
納
付
証
明
書
お
よ
び
介
護

保
険
料
納
付
証
明
書
は
、
平
成
19
年

中
の
納
付
金
額
を
確
定
し
た
上
で
、

平
成
20
年
1
月
中
旬
に
発
送
し
ま

す
。

●
問

　

保
険
年
金
課　

☎
23-

7
1
4
4

　

介
護
保
険
課　

☎
23-

2
5
9
6

平
成
20 
年
分
農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
の
登
載
申
請

　

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

は
、
各
自
の
申
請
を
受
け
一
定
の
要

件
に
基
づ
い
て
調
製
さ
れ
ま
す
。
こ

の
名
簿
に
載
っ
て
い
な
い
と
、
農
業

委
員
会
委
員
選
挙
の
投
票
が
で
き
ま

せ
ん
。
現
在
登
載
さ
れ
て
い
る
人
も

毎
年
、
申
請
が
必
要
で
す
。
申
請
書

は
、
本
庁
管
内
の
農
事
振
興
会
ま
た

は
総
合
支
所
管
内
の
自
治
公
民
館
を

通
じ
て
配
布
さ
れ
た
も
の
、
も
し
く

は
農
業
委
員
会
本
庁
事
務
局
、
総
合

支
所
分
室
、
各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

に
置
い
て
あ
る
用
紙
を
利
用
し
、
平

成
20
年
1
月
10
日
ま
で
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

●
問　

農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　

☎
23-

7
8
6
8

※
総
合
支
所
管
内
の
人
は
各
総
合
支

所
内
農
業
委
員
会
分
室

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
に
つ
い
て

　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
身
体
障
害

者
手
帳
な
ど
の
交
付
を
受
け
て
い
な

い
人
で
も
、
障
が
い
者
に
準
ず
る
人

（
寝
た
き
り
な
ど
の
介
護
が
必
要
な

人
な
ど
）
は
、
福
祉
事
務
所
長
の
認

定
を
受
け
れ
ば
、
所
得
税
や
市
・
県

民
税
の
申
告
で
控
除
を
受
け
ら
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
所
得
税
や
市
・
県
民
税
が

非
課
税
の
人
ま
た
は
身
体
障
害
者
手

帳
な
ど
を
所
持
し
て
お
り
、
同
等
の

控
除
を
受
け
ら
れ
る
人
は
認
定
書
の

交
付
申
請
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

●
問　

健
康
長
寿
課

　
　
　

☎
23-

3
1
0
2

う
な
ぎ
稚
魚
の
特
別
採
捕

　

12
月
1
日
〜
平
成
20
年
3
月
15
日

ま
で
、
県
内
各
河
川
に
お
い
て
、
増
・

養
殖
用
種
苗
を
確
保
す
る
た
め
、
う

な
ぎ
稚
魚（
し
ら
す
う
な
ぎ
）
の
特

別
採
捕
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
う
な

ぎ
稚
魚
の
採
捕
に
は
知
事
の
特
別
採

捕
許
可
が
必
要
で
、
許
可
を
受
け

ず
に
採
捕
し
た
場
合
は
処
罰
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、「
う
な
ぎ
稚
魚
の
取
扱

い
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ
く
登
録

を
受
け
ず
に
、
全
長
25
㌢
以
下
の
大

き
さ
の
う
な
ぎ
稚
魚
を
所
持
・
売
買

し
た
場
合
も
処
罰
さ
れ
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

●
問　

宮
崎
県
水
産
政
策
課

　
　
　

☎
0
9
8
5-

26-

7
1
4
6
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お
知
ら
せ

Inform
ation

胃
・
子
宮
が
ん
検
診

　

事
前
に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

【
胃
が
ん
検
診
】

●
対
象　

40
歳
以
上
の
人

1
／
22
㈫

庄
内
地
区
公
民
館

1
／
23
㈬

志
和
池
地
区
公
民
館

●
受
付　

8
時
〜
9
時

【
子
宮
が
ん
検
診
】

●
対
象　

昭
和
62
年
12
月
31
日
以
前

の
生
ま
れ
で
、
偶
数
年
生
ま
れ
の
女

性（
昭
和
62
年
・
60
年
・
58
年
…
）

※
子
宮
が
ん
検
診
は
、
2
年
に
1
回

受
診
で
き
ま
す
。
ま
た
平
成
19
年

4
月
以
降
に
子
宮
が
ん
検
診
を
受

け
た
人
や
、
職
場
や
病
気
で
同
等

の
検
診
を
受
け
る
人
は
受
診
で
き

ま
せ
ん

1
／
25
㈮

庄
内
地
区
公
民
館

9
時
〜
10
時

1
／
25
㈮

志
和
池
地
区
公
民
館

13
時
30
分
〜
14
時
30
分

●
検
診
料　

胃
が
ん
検
診
、
子
宮
が

ん
検
診
と
も
4
0
0
円

※
老
人
医
療
受
給
者
、
健
康
保
険
高

齢
受
給
者
、
生
活
保
護
世
帯
、
市

民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
人
は

検
診
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
証
明

書
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い

●
申
・
問　

健
康
長
寿
課

　

☎
23-

2
7
6
5

お
済
み
で
す
か
？

水
道
管
の
冬
支
度

　

水
道
管
が
凍
結
し
や
す
い
時
期
に

な
り
ま
し
た
。
宅
内
の
水
道
管
が
露

出
し
て
い
る
部
分
は
保
温
カ
バ
ー
な

ど
で
覆
っ
て
凍
結
を
防
ぎ
ま
し
ょ

う
。

●
問　

水
道
局

　
　
　

☎
23-

4
5
1
0

宝
く
じ
助
成
事
業

　

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で
、
東
自

治
公
民
館（
高
崎
町
）
に
無
線
放
送

設
備
を
導
入
し
ま
し
た
。

●
問　

高
崎
総
合
支
所
生
涯
学
習
課

　
　
　

☎
62-
1
1
1
1

ご
存
知
で
す
かｅ-
Ｔａｘ

　

国
税
に
関
す
る
各
種
手
続
き（
所

得
税
・
法
人
税
・
消
費
税
・
酒
税
・

印
紙
税
の
申
告
、
す
べ
て
の
国
税
の

納
税
、
法
定
調
書
の
提
出
な
ど
の
申

請
・
届
け
出
）
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
で
き
ま
す
。

○
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.e- tax.nta.go.jp

○
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

　

☎
0
5
7
0-

0
1-

5
9
0
1

●
問　

都
城
税
務
署

　
　
　

☎
22-

4
3
7
7

観
音
池
公
園

年
末
年
始
の
営
業

【
観
音
さ
く
ら
の
里
】

●
営
業
日

12
月
27
日
㈭
〜
年
内
無
休

1
月
1
日
㈫
〜
3
日
㈭
、
5
日
㈯

●
営
業
時
間　

9
時
〜
22
時

※
1
月
2
日
㈬
は
6
時
か
ら

【
竹ち

く

楽ら

の
お
サ
ト
】

12
月
26
日
㈬
〜
1
月
4
日
㈮
は
休
館

し
ま
す
。
1
月
5
日
㈯
か
ら
営
業
し

ま
す

【
観
音
池
公
園
】

公
園
内
遊
具
は
小
中
学
校
の
冬
休
み

期
間
中
休
ま
ず
営
業
し
ま
す

●
営
業
時
間　

10
時
〜
17
時

※
雨
天
時
営
業
中
止

●
問

　

観
音
さ
く
ら
の
里

　

☎
29-

2
1
0
0

　

竹
楽
の
お
サ
ト

　

☎
58-

6
1
5
0

　

観
音
池
公
園（
総
合
案
内
所
）

　

☎
58-
6
1
3
9

交
通
遺
児
等
育
成
資
金
貸
付

●
対
象　

自
動
車
事
故
に
よ
り
死
亡

ま
た
は
重
度
の
後
遺
障
害
が
残
っ
た

人
の
子
ど
も（
0
歳
〜
中
学
卒
業
ま

で
）
を
対
象
に
、
そ
の
保
護
者
の
生

活
状
況
が
、
住
民
税
非
課
税
な
ど
一

定
の
要
件
に
合
致
す
る
人

●
貸
付
金
額
（
1
人
に
対
し
て
）

◎
貸
し
付
け
と
同
時
に
一
時
金

　

15
万
5
、0
0
0
円

◎
貸
付
期
間
中

　

月
額
2
万
円

◎
小
・
中
学
校
入
学
時
入
学
支
度
金

　

4
万
4
、0
0
0
円

●
貸
付
期
間　

貸
付
決
定
の
月
か
ら

中
学
卒
業
の
月
ま
で

●
利
子　

無
利
子

●
返
還
方
法　

一
括
返
還
ま
た
は
20

年
以
内
の
均
等
割
賦（
月
賦
・
半
年

賦
・
年
賦
）
に
よ
る
返
還
方
法
を
選

択※
高
校
・
大
学
に
進
学
し
た
場
合
、

在
学
期
間
は
返
還
猶
予
で
き
ま
す

●
問　

自
動
車
事
故
対
策
機
構

　
　
　

☎
0
9
8
5-

53-

5
3
8
5

介
護
料
支
給

●
対
象　

自
動
車
事
故
で
、
脳
、
せ

き
髄
、
胸
腹
部
臓
器
を
損
傷
し
、
重

度
の
後
遺
障
害
を
持
ち
、
常
時
ま
た

は
随
時
の
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
人

●
支
給
額

◎
自
賠
責
後
遺
障
害
等
級
「
1
級
1

号
」・「
1
級
2
号
」
の
人

　

月
額
5
万
8
、5
7
0
円
〜

　
　
　

13
万
6
、8
8
0
円

◎
自
賠
責
後
遺
障
害
等
級
「
2
級
1

号
」・「
2
級
2
号
」
の
人

　

月
額
2
万
9
、2
9
0
円
〜

　
　
　

5
万
4
、0
0
0
円

●
問　

自
動
車
事
故
対
策
機
構

　
　
　

☎
0
9
8
5-

53-

5
3
8
5
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加
入
し
ま
し
ょ
う

農
業
者
年
金

●
対
象　

国
民
年
金
第
1
号
被
保
険

者
で
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
す

る
60
歳
未
満
の
人

●
運
用
方
法　

原
資
を
あ
ら
か
じ
め

自
分
で
積
み
立
て
、
運
用
実
績
に
よ

り
受
給
額
が
決
ま
る
確
定
拠
出
型
年

金
で
、
安
定
し
た
年
金
の
財
政
運
営

が
で
き
ま
す
。
運
用
利
回
り
の
状
況

に
応
じ
て
保
険
料
が
引
き
上
げ
ら
れ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

●
保
険
料　

月
額
2
万
円
を
基
本
と

し
、
千
円
単
位
で
6
万
7
、0
0
0

円
ま
で
増
額
で
き
ま
す
。
保
険
料
は

全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と

な
り
、
年
金
受
給
時
に
は
公
的
年
金

控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す

●
政
策
支
援　

認
定
農
業
者
や
青
色

申
告
者
な
ど
の
意
欲
あ
る
担
い
手
に

対
し
、
50
％
か
ら
20
％
の
国
の
保
険

料
助
成
が
あ
り
ま
す
。
助
成
を
受
け

る
場
合
は
、
保
険
料
の
増
額
は
で
き

ま
せ
ん
。
ま
た
、
年
金
受
給
の
際
に

は
、
後
継
者
へ
農
業
経
営
を
継
承
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す

●
死
亡
一
時
金　

新
制
度
で
は
、
80

歳
に
な
る
前
に
亡
く
な
っ
た
場
合
に

は
、
80
歳
ま
で
に
受
け
取
る
は
ず
で

あ
っ
た
農
業
者
老
齢
年
金
の
現
在
価

格
相
当
を
死
亡
一
時
金
と
し
て
遺
族

が
受
け
取
れ
ま
す

●
問　

農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　

☎
23-

7
8
6
8

　

各
総
合
支
所
農
業
委
員
会
分
室

年
金
受
給
者
説
明
会（
無
料
）

　

年
金
証
書
が
届
い
て
間
も
な
い
人

を
中
心
に
、
社
会
保
険
労
務
士
が
詳

し
く
説
明
し
ま
す
。
す
で
に
受
給
中

の
人
や
こ
れ
か
ら
請
求
す
る
人
も
参

加
で
き
ま
す
。

●
日
時　

12
月
21
日
㈮

　
　
　
　

13
時
30
分
〜

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

※
当
日
参
加
も
可

●
申
・
問　

宮
崎
県
年
金
受
給
者
協

会　

☎
0
9
8
5-

22-

6
0
7
5

12 
月
４
日
㈫
〜
10 
日
㈪
は

人
権
週
間

　

い
じ
め
、
体
罰
、
土
地
建
物
、
金

銭
の
貸
し
借
り
、
そ
の
ほ
か
家
庭
内

の
問
題
な
ど
で
お
困
り
の
人
は
、
近

く
の
人
権
擁
護
委
員
ま
た
は
宮
崎
地

方
法
務
局
都
城
支
局
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

【
人
権
相
談
所
の
開
設
】

●
日
程
・
場
所　

①
12
月
11
日
㈫　

山
田
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー　

②
12
月

13
日
㈭　

山
之
口
ふ
れ
あ
い
の
館

③
12
月
14
日
㈮　

総
合
社
会
福
祉
セ

ン
タ
ー
・
高
城
老
人
福
祉
館

●
時
間　

10
時
〜
15
時

●
問　

宮
崎
地
方
法
務
局
都
城
支
局

　
　
　

☎
22-

0
4
9
0

月日 医療機関名 電話番号
12/30
（日）

共立医院（内） 22-0213
下長飯クリニック（外・内）39-0800
山田医院（内・小・リュ・アレ）64-2816
橘整形（整） 23-7236
一心外科（外・胃・肛門・内）52-7788
すみ産婦人科（産・婦） 23-1152
田中歯科医院 25-6677

12/31
（月）

藤元早鈴病院（内） 25-1212
園田光正内科（内） 38-5115
たけしたこども医院（小） 51-0005
ながはま整形外科（整） 46-7188
速見医院（泌） 24-8344
中山産婦人科（産・婦） 23-8815
山崎歯科 25-3311

※診療機関は変更することがあります。
詳しくは、テレホンサービス（医師会は
☎ 23-5555、歯科医師会は☎ 25-4100）
で確認してください

◎ひむか救急ネットもご利用ください
http://www.qq.pref.miyazaki.jp

●休日当番薬局
12/23㈰ 姫城、都北町、調剤くらはら
12/24㈪ 東町、大光
12/29㈯ プリマリー、沖水、調剤日研
12/30㈰ 坂口調剤、きりしま、オレンジ、

コアファーマシー

12/31㈪ みまたファミリー、みやこ

休日急病診療機関

●診療時間　9：00 ～ 18：00
※歯科は 17：00まで
月日 医療機関名 電話番号
12/23
（日）

瀬ノ口医院（内・消） 25-5155
久保原田中（内・小） 22-7700
長倉医院（内） 52-2109
西平外科（外・胃） 25-5551
福島外科（外・胃） 38-1633
宮田眼科（眼） 22-1441
広瀬歯科医院 25-6800

12/24
（月）

野辺医院（内・胃） 22-0153
いづみ内科（内） 22-7111
海老原内科（内・小） 64-1211
柳田病院（脳・外） 22-4862
とまり内科外科胃腸科
（内・外・胃） 52-1135

北原医院（産・婦） 22-4133
大王歯科医院 24-8827

12/29
（土）

宮永病院（内・胃・外） 22-2015
沖水こどもクリニック（小）27-5656
佐々木医院（内） 62-1103
飯田整形外科クリニック
（整） 46-5115

横山病院（泌） 22-2806
野田医院（産・婦） 24-8553
竹之下歯科医院 25-8833
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●問い合わせ　生活文化課・国際交流推進担当　☎ 23-2295

広報カレンダー
Event
Calendar

　●問い合わせ　図書館　☎ 22-0239

読み聞かせの部屋

図書館だより

休 館 日 12月17・23・24・28・29・30・31日
1月1・2・3・4・7・14・15日

開館時間 9：30～18：50

12/16
～1/20

12月

22日㈯
9:00～

長距離選手権大会　［都城運動公園陸上競技場］
問市陸上競技協会事務局
☎ 26-4510 (17:00～)

1月

5日㈯ 成人式　［市内各地域］※西岳・夏尾地区は1月3日㈭
問各地域生涯学習課

11日㈮～
13日㈰

都城書道協会会員展　［ウエルネス交流プラザ］
問都城書道協会　☎ 25-6207

13日㈰
8:30～

消防出初式　［沖水川市民緑地］
問消防局　☎ 22-8882

13日㈰
9:30～

図書館まつり「図書ふれあい広場」　［図書館］
問図書館　☎ 22-0239

14日㈪
8:30～

成人記念ロードレース大会　
［都城運動公園陸上競技場発着］
問市陸上競技協会事務局
☎ 26-4510 (17:00～)

20日㈰
9:30～

山之口地区親善駅伝競走大会　［山之口運動公園］
問山之口生涯学習課　☎ 57-3111

20日㈰
9:45～

高崎クロスカントリー大会　
［高崎総合公園多目的広場］
問高崎生涯学習課　☎ 62-1111

★夏のクリスマス★
　夏のクリスマスを体験したことありますか？　僕にとって
夏のクリスマスは当然のことです。オーストラリアは南半
球にある国だから、季節は日本と反対です。今、日本は
冬に向かっていますが、オーストラリアは逆に毎日だんだ
ん暑くなっています。オーストラリアのクリスマスと言えば、
家族と公園でピクニックをしたり、家の庭でバーベキュー
をしたり、皆でビーチに行ったりという光景をよく目にしま
す。日本人から見るとありえないことでしょうか？　最近、
日本人によく聞かれるのは「サンタさんはどうやって来る
の？」「夏だったらサンタは何を着ているの？」。という質
問です。オーストラリアではよく、半ズボンとＴシャツを着
て、赤い帽子を被ったサンタさんがサーフィンで来ると言
いますが、ソリで来る場合はトナカイの代わりにカンガルー
に引っ張ってもらっているイメージも多いです。今年のクリ
スマスは１年半ぶりにオーストラリアに帰って家族と過ごし
ます。今年、僕は2回も夏を過ごせるのでラッキーです！！

本とお話の会
●日時・内容　
　1月12日㈯　14：30～　そんごくう

おはなしのへや “そらまめ”
●日時　12月20日㈭　11：00～11：30
●内容　絵本の読み聞かせ
●対象　未就学児の親子

都城おかしむじ会　愉快な四人語り
　４人の語り部による方言を使った昔話語りです。
●日時　1月5日㈯　14：30 ～15：00
●対象　児童から大人まで、20人程度
●演目　ひろいすぎたじいさん、もちから出た小判、
　　　　横松の馬頭観音

日　程 巡　回　場　所 巡回時間

1/9 ㈬
西岳地区公民館
吉之元小学校
西岳小学校

11：10～11：40
13：00～13：45
14：20～15：30

12/18 ㈫
庄内地区公民館
夏尾小学校
菓子野小学校

10：45～11：15
13：00～13：30
14：30～16：00

1/12 ㈯
祝吉地区公民館
沖水小学校
ミートショップながやま志比田店

10：50～11：30
13：00～14：00
14：30～15：10

12/19 ㈬ 川東小学校
志和池小学校

13：00～14：00
14：30～16：00

1/16 ㈬ 御池小学校
庄内小学校

13：00～13：30
14：30～16：00

1/17 ㈭ 中郷地区公民館
安久小学校

11：00～11：30
13：00～14：00

1/11 ㈮ 梅北小学校
今町小学校

13：00～14：00
14：30～16：00

12/20 ㈭ 木之川内小学校 14：00～16：00

1/19 ㈯
市営一万城北団地
高城総合支所駐車場
山之口地区公民館

10：50～11：20
13：00～14：00
14：20～15：00

1/18 ㈮
志和池地区公民館
縄瀬小学校
市営都北団地

10：50～11：20
13：00～13：45
14：30～15：15

※12月16日～1月20日の日程※ [　　]内は場所、問は問い合わせ先

移動図書館

くれよん号巡回予定

国際交流員
のひとりごと

ティモシーさん
（オーストラリア） Vol.6

国際交流員のツェンさんと参加国際交流員のツェンさんと参加

した昨年のサンタパーティーした昨年のサンタパーティー
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編 集 後 記

　
■美術館（姫城町） ☎25-1447
開館時間　9：00～17：00（入館は16：30まで）

入館料　無料
休館日　毎週月曜日（1/14は開館）、

12/22～1/4、1/15
（12/22は館内薫蒸のため住民票
などの発行業務も行いません）

■都城歴史資料館（都島町） ☎25-8011
開館時間　9：30～17：00（入館は16：30まで）

入館料　一般 210 円　高校生 150 円
　　　　小中学生 100 円
休館日　毎週月曜日（12/24、1/14は開館）、

12/25、12/29～1/3、1/15

■高城郷土資料館（高城町） ☎58-5963
開館時間　9：30～17：00（入館は16：30まで）

入館料　一般 210 円　高校生 150 円
　　　　小中学生 100 円
休館日　毎週月曜日（12/24、1/14は開館）、

12/25、12/29～1/3、1/15

■人形の館（山之口町） ☎57-5295
開館時間　9：30～17：00（入館は16：30まで）

入館料　一般 210 円　高校生 150 円
　　　　小中学生 100 円
　　　　※公演がある場合は別料金
休館日　毎週月曜日（12/24、1/14は開館）、

12/25、12/29～1/3、1/15

■たちばな天文台（高崎町） ☎62-4936
開館時間　金・土曜日の19：00～22：00､
　　　　　土・日曜日の9：30～17：00
※開館時間以外での入館はご連絡ください

入館料　中学生以上300 円　小学生 100 円
・冬休み親子のための星空観察教室（12/23）
・クリスマスの星空を楽しむ会（12/24）
・年越しの星見会（12/31） 初日の出の観察も可
※冬休み期間中（12/21～1/6）は昼夜開館

■山之口弥五郎どんの館（山之口町）
開館時間　9：00～17：00 ☎57-3713
入館料　無料
休館日　毎週月曜日（12/24、1/14は開館）、

12/25、12/31～1/6、1/15

■旧後藤家商家交流資料館（高城町）
開館時間　10：00～16：00 ☎58-6900
入館料　大人 200 円　小中学生 100 円
休館日　毎週月曜日（12/24、1/14は開館）、

12/25、12/28～1/3、1/15

※12月16日～1月20日の日程

　さまざまな出来事とともに、2007 年が終
わろうとしています。市内では都城泉ケ丘高
校のセンバツ出場や田中幸雄選手の 2,000
本安打達成など、すがすがしい話題があっ
た一方で、市職員による飲酒運転や裏金問
題など信頼を損ねる事件も続きました。一度
失った信頼のきずなを取り戻すことは決して
容易な事ではありませんが、今一度襟を正し、
新しい年を迎えたいと思います。（哲）

問①　飲酒しない人を決めて、飲酒運転を
防止する運動は？

　　　○○○○キーパー運動
問②　平成23年5月までに既存住宅への設

置が義務付けられたのは？
　　　住宅用○○警報器
問③　表紙で紹介した3年ぶりに高木町南

方神社に奉納された民俗芸能は？
　　　高木の○○○

◎応募方法　はがきにクイズの答え、住所、
氏名、電話番号とわたしの一言、12月号を
読んでの感想を書いて、〒885-8555　市
役所秘書広報課まで。正解者の中から抽
選で１人にプレゼントを差し上げます。
※応募者の個人情報は、広報クイズの応募の受付、
当選者への商品の発送以外には利用いたしません

◎プレゼント
すき焼き用
都城和牛肉 500 ㌘
（ウエルネス都城
　産品推奨品）

◎商品取り扱い事業者
ＪＡ都城肥育牛部会　☎ 22-9829

◎応募締切　1月4日㈮　当日消印有効
◎発　　表　本紙2月号
◎10月号当選者　三角恵梨さん（太郎坊町）
初めて当選しました。いただいた新米は、勤
務先の子どもたちと食べたいと思います。

市の提供番組案内
■テレビ
•BTVケーブルテレビ（5ch）

　毎日5回・10分間放送
　① 6：50 ～　② 11：50 ～
　③ 17：50 ～　④ 21：20 ～
　⑤ 23：50 ～
　＜今後の放送予定＞
　12月11日～20日
　「長峯市長の市政リポート③」
　12月21日～31日
　「成人記念ロードレース大会」
　1月1日～5日
　「新春対談～市長に2008年を聞く～」
　1月6日～10日
　「図書館まつり図書ふれあい広場」
　1月11日～20日
　「交通安全のまちづくり」

■ラジオ
•MRTラジオ（AM放送  936kHz）
　「みやこのじょうドキドキナビ」
　毎週：月～金曜日（祝日除く）
　15：30 ～ 15：45
市民参加型のラジオ番組を放送しています
出演については、経営戦略課（☎23‐2115）

•シティエフエム都城（FM放送  76.4MHz）
　「インフォメーションM」
　毎週：月～金曜日
　10：00 ～ 10：05
　16：24 ～ 16：29（再）
市からのお知らせ、イベント情報などを
放送します
※毎週火曜日放送の「ＢＯＮ☆（ボンスタ）」
（12：00 ～13：00）でも、市政情報や
市民活動の紹介などを放送しています

都城市現住人口
平成19年11月1日現在 （前月比）
世　帯　数　　69,601世帯 （　　　164）
人口総数　169,553　人 （　　　　95）
　　　男　　79,409　人 （　　　　91）
　　　女　　90,144　人 （　　　　　4）
※ 国勢調査に基づく推計人口です

今月の表紙
高木の揚げ馬（献上馬）
　県無形民俗文化財に指定されている
高木の揚げ馬が11月２日、高木町南方
神社で３年ぶりに奉納され、参勤交代の
道中無事と島津家安泰を祈った江戸時
代の祭礼が再現されました。境内では、
稚児の内

うち

枦
へ

保
ぼ

弦
げん

くん（７歳）に従う行列の
人々が踊りや演舞などを披露したほか、荷

馬が燃えさか
る炎を跳び
越える勇壮な
シーンに、観
客からは歓
声がわき起
こっていました。

～読者の一言～ 
このコーナーでは、寄せられた「わたしの一
言」の中から一部を紹介します

・結婚して子どもができ、自治公民館のあり
がたさをすごく感じています。地域の中で子
どもたちを元気に育てることができ、とても
感謝しています。 （北原町・Ｋさん）

・田鍋友時さん市民栄誉賞受賞、本当におめ
でとうございます。テレビでお元気そうなお
顔を拝見して、元気をもらいました。

 （下川東二丁目・Ｓさん）

・ＡＬＴの紹介記事がありましたが、国際交
流の進展を目的に、外国の方と触れ合える
イベントなり、学習の場なりを積極的に企
画すべきだと思います。 （高崎町・Ｈさん）

・早いもので総合文化ホールが出来て１年な
んですね。ホールに向かって歩く人たちの
笑顔は、周囲も元気にさせてくれます。

 （北原町・Ｙさん）

施設案内　　広報クイズ第24回

 10月号クイズ結果　応募総数 37通
 ◎正　解　 ①支援　　　②弥五郎
 　　　　　 ③田鍋友時さん
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都城市立美術館（姫城町）
都城盆地の美術文化の拠点

　県内初の美術館として昭和56年に開館した
「都城市立美術館」。
　周辺の街路樹の緑に映えるれんが色のたたず
まいは、屋外展示された彫刻の数々とともに文
化的な雰囲気を醸し出しています。
　館内には、近代日本画家の山内多門や益田玉
城、洋画家の山田新一や吉井淳二など、地元出
身の著名作家や都城にゆかりのある作家の作品
など約1,000点を収蔵。こうした収蔵品を無料
で楽しめる常設展示は、年４回展示替えを行い、
常に目新しい作品を鑑賞できるよう配慮されて
います。また、年１回開催される全国規模の巡
回展や企画展は、地域の人たちが一流の美術作
品に触れる貴重な機会となっています。
　鑑賞の場としてだけでなく、地元作家や市民
の作品発表の場としても利用されており、まさ
に都城の美術文化の発信拠点となっています。

vol.12

施設案内
●開館時間　９：00～17：00
　　　　　　※入館は 16：30 まで
●休 館 日　毎週月曜日※祝日の場合は翌日、
            　　　年末年始（12/22～１/４）
●入 館 料　無料
　　　　　　※企画展などで入館料が
　　　　　　　必要な場合あり
●問い合わせ　都城市立美術館　TEL 25-1447

M
iyakonojo City Public Relations , M

iyazaki

INFORMATION

集まり集まり、交わり交わり、楽しむ舞楽しむ舞台
まちづくりネットワークの拠点まちづくりネットワークの拠点

ウエルネス交流プラザウエルネス交流プラザ

ウエルネス交流プラザウエルネス交流プラザ
☆イルミネーション2007☆イルミネーション2007
～We wish you a Merry ChristmasWe wish you a Merry Christmas～

●期間：12月１日●期間：12月１日（土）土）～12月25日（2月25日（火） 火） 
　　　　点灯時間　17：00～22：00　　　　点灯時間　17：00～22：00
●問い合わせ：ウエルネス交流プラザ●問い合わせ：ウエルネス交流プラザ
　　　　　　　TEL26‐7770　　　　　　　TEL26‐7770

集まり、交わり、楽しむ舞台
まちづくりネットワークの拠点

だ  よ  り

交プラ

ウエルネス交流プラザ

●日時：平成20年３月３日（月）
　　　　18：30開場　19：00開演
●会場：都城市総合文化ホール　中ホール
●出演：松尾貴史、片桐仁、田中美里ほか
●料金：【全席指定】4,000円※ＭＪ友の会会員500円割引
●一般販売開始：12月16日（日）
●問い合わせ：都城市総合文化ホール　TEL 23-7140　　　　
　　　　　　　　　（チケット専用電話　TEL 23-7190）

松尾貴史と演出家Ｇ２によるパフォーマンスユニット
AGAPE storeの新シリーズ第１弾。
既存の演劇の枠にとらわれないAGAPEの世界を
堪能ください。

AGAPE store「からっぽの湖」

ウエルネス交流プラザ
☆イルミネーション2007
～We wish you a Merry Christmas～

●期間：12月１日（土）～12月25日（火） 
　　　　点灯時間　17：00～22：00
●問い合わせ：ウエルネス交流プラザ
　　　　　　　TEL26‐7770
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ウエルネス交流プラザでは、まちなかをウエルネス交流プラザでは、まちなかを
楽しんでいただくための情報も発信しています。楽しんでいただくための情報も発信しています。
交流プラザやまちなかの情報を発信する交流プラザやまちなかの情報を発信する
「プラタン」や「街探」などの情報紙をはじめ、「プラタン」や「街探」などの情報紙をはじめ、
飲食店マップなどを作成しています。飲食店マップなどを作成しています。
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